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従
来
の
学
史
お
よ
び
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
、
重
商
主
義
ー
|
_
（
重
農

学
派
}
'
ー
！
古
典
学
派
と
い
う
ー
つ
の
範
疇
を
も
つ
て
す
べ
て
の
人
と
そ

る
歴
史
的
研
究
に
内
含
す
る
―
つ
の
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

戦
後
、
内
外
で
彼
「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
復
活
」
が
叫
け
ば
れ
、
多
く
の

ど
こ
か
に
歪
み
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
学
史
や
思
想
史
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ

的
浸
透
を
行
い
理
論
的
再
構
成
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ら
ず

そ
の
顕
著
な
例
が
、

す
る
文
献
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
び
た
だ
し
い
文
献
に
対
し
て
概
念
学
史
や
思
想
史
そ
の
も
の
に
大
き
な
誤
謬
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
と
な
る
。

が
あ
る
。
こ
れ
は
学
史
や
思
想
史
の
領
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

セ
リ
グ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
十
七
・
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
経
済
学
に
関

合
、
し
ば
し
ば
「
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ー
ス
の
鉄
床
」
の
誤
謬
に
堕
す
る
傾
向

歴
史
研
究
に
お
い
て
、
過
去
の
存
在
事
実
を
体
系
的
に
把
握
す
る
場

は

し

が

き
サ

ー

・

ジ

工

ー

ム

ズ

の
学
説
を
評
価
し
て
来
た
。
こ
の
鋳
型
に
入
ら
な
い
も
の
は
圧
縮
さ
れ
引

き
伸
ば
さ
れ
、
或
い
は
余
分
な
部
分
を
切
断
さ
れ
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

全
く
無
視
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
余
り
重
要
で
な
．
い

人
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
程
の
悲
劇
が
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ

れ
が
す
ぐ
れ
た
体
系
・
思
想
を
有
つ
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
デ
ナ
ム

Sir 
J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 D
e
n
h
a
m
 (
1
7
1
3
 1
'
8
0
)

そ
の
人
で
あ
っ
た
。

す
ぐ
れ
た
労
作
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ュ
ア

ー
ト
の
再
評
価
は
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
者
に
と
つ
て

—
そ
の
人
と
時
代
背
景
を
中
心
と
し
て
—
ー
ー

ス
テ

ユ

戒

ア

ー

ト

田

郁
六
四

夫



1.77 

苗
め
て
喜
ば
し
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
最
初
、
英
国
公
債
論
史
研
究
の
一
環
と
し
て
十
八
世
紀

に
お
け
る
公
債
思
想
の
対
極
的
代
表
論
者
に
ス
ミ
ス
と
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を

と
り
あ
げ
る
べ
く
、
そ
の
準
備
過
程
に
お
い
て
、
余
り
知
ら
れ
ざ
る
「
人
と

し
て
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
」
を
知
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
け
だ
し
、
人
の

思
想
の
形
成
は
そ
の
人
の
生
活
環
境
内
至
態
度
と
決
し
て
無
関
係
で
は
あ

り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
は
、
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、

主
と
し
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
略
伝
と
時
代
背
景
の
さ
さ
や
か
な
素
描
を
、

(

1

)

（

2
)
 

セ
ン

S.
R
.
 
S
e
n
と
テ
ィ
ラ
ー

W.
L
.
 
T
a
y
l
o
r
の
近
業
に
拠
り
な
が

註
(
1
)

S
e
n
,
 
S
a
m
a
r
 Ranjan., 
T
h
e
 E
c
o
n
 0
 
m
i
e
s
 o
f
 S
i
r
 ]a・ 

m
e
s
 Stez 

｀aミt.
L
o
n
d
o
n
,
 
1957. ~
、
わ
が
国

I
で
は
す
で
に
、

小
林
昇
教
授
（
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
一
巻
第
三
号
）
と
、
財

政
論
と
い
う
限
ら
れ
た
視
角
か
ら
で
は
あ
る
が
、
木
村
元
一
教

授
（
『
一
橋
論
叢
』
第
三
九
巻
第
五
号
）
に
よ
る
同
書
の
す
ぐ
れ

た
紹
介
と
批
評
が
あ
る
。
国
外
で
は
、
寡
聞
な
筆
者
の
知
る
か

ぎ
り
、
ナ
ワ
ー
ズ
女
史

K.
A
.
 N
a
w
a
z
 (
T
h
e
 I
n
d
i
a
n
 
Econo・ 

m
i
C
R
e
0
 
t"ew• 

Vol. 
IV, 
N
o
.
 
1.)

ャ
ッ
グ
ゾ
ン

A
.J•Yo. 

g
 
n
g
s
o
n
 (
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
 J
o
u
n
 
`a-• 

Vol. L
X
]
[
,
 N
o
.
 2
6
9
.
)
 

ゴ
ー
ド
ゥ
ン

S.
G
o
r
d
o
n
(
T
h
e
]
o
u
r
n
a
l
 o
f
 Political 
E
 8
 

‘nomy. 
Vol. 
L
X
V
I
,
 N
o
.
 4
.
)

等
の
書
評
が
あ
る
。

(

2

)

 

T
o
y
l
o
r
,
 
W. L., A
 S
h
o
r
t
 Life 
of 
Sir 
J
o
m
e
s
 Steu・ 

art: 
Political 
E
c
o
n
o
m
i
s
t
.
 
(
T
h
e
 S
o
u
t
h
 
A
f
r
i
c
a
n
 ]our• 

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ー
（
戒
田
）

ら
、
な
か
ば
紹
介
の
か
た
ち
で
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

六
五

n
a
l
 
o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
.
 
Vol. 
X
X
V
,
 N
o
.
 4
.
 
pp. 2
9
0
 
|
 3
0
2
.
)
 

|
|
『
原
理
』
生
成
の
基
盤
ー
ー

十
七
世
紀
の
な
か
ご
ろ
以
来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
起
っ
た
二
つ
の
政
治

的
革
命
|
ー
ビ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
(
1
6
4
2
ー
£
4
9
)

と
名
誉
革
命
(
1
6
8
8
1
 

'
8
9
)
-
ー
ー
は
「
中
庸
政
府
と
二
つ
の
国
民
的
政
党
（
ト
ー
リ
ー
党
と
ウ
ィ

(

1

)

 

ッ
グ
党
）
の
創
立
と
を
も
つ
て
お
わ
っ
た
。
」
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
プ
ル

ジ
ョ
ア
的
志
向
を
も
っ
た
封
建
階
級
出
身
の
土
地
所
有
者
と
新
興
の
金
融

(

2

)

 

的
・
製
造
業
的
・
商
業
的
中
産
階
級
と
の
あ
い
だ
の
妥
協
で
あ
っ
た
。
プ

ル
ジ
ョ
ア
的
利
益
の
推
進
・
擁
護
と
い
う
共
通
の
利
害
に
も
と
ず
き
、
彼

等
の
手
で
押
し
進
め
ら
れ
た
経
済
政
策
は
、

H

海
外
貿
易
の
強
化
、
ロ

原
料
供
給
の
源
泉
お
よ
び
英
国
商
品
の
た
め
の
市
場
と
し
て
植
民
地
な
ら

び
に
海
外
領
有
地
の
発
展
、
国
国
内
に
お
け
る
農
耕
地
、
就
中
小
麦
等

の
主
要
食
糧
の
栽
培
促
進
、
四
毛
織
物
工
業
等
の
国
民
的
産
業
の
育

成
、
と
い
う
四
重
の
目
的
を
も
つ
て
い
た
。
そ
し
て
、
十
七
世
紀
に
お
い
て

は
、
こ
の
政
策
の
基
調
は
植
民
地
獲
得
と
海
外
貿
易
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

十
八
世
紀
に
入
る
と
、
そ
の
重
点
は
、
国
内
に
お
け
る
農
業
、
交
通
業
、

炭
鉱
業
お
よ
び
製
造
業
等
々
、
い
わ
ゆ
る

provincial
hinter-land 

の
発
展
に
移
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
国
内

産
業
の
発
展
も
、
所
詮
、
植
民
地
お
よ
び
海
外
貿
易
の
独
占
に
よ
っ
て
獲

ヽ

危
機
に
お
け
る
原
蓄
体
制
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(A) +八世紀イギリスにおける公債の

累租高

I I I 1公債元金（ポンド）

1702 
16, 394, 000. 

アン女王戦争 (12,767,225.) 

(1702-1713) 1713 52, 145, 000. 

スペイン・オー 1739 
47,954,000. 

ストリヤ戦争 (46,39 .91~ ・3,4,2001.0) . 
(1739-1748) 1748 

79,2 
. (75,448,809.) 

七 年 戦 争
1756 74,332,000. 

(1756-1763) 1763 
138, 865, 000. 

(132,120,664.) 

アメリカ独立戦 1775 128,583,000. 
争
(1775-1783) 1783 249,851,000. 

第一次ナポレオ 1793 
244, 118, 000. 

ン戦争
(244,720,976.) 

(1793-1802) 1802 520,207,000. 

Hirst, F.W., The Credit of Nations with 

Special Reference to t/ze Debts of Great Bri-

tain, Germany, France, and The United 

States, Washington, 1910. p. 19の table ょ

り作成。尚、定評ある Hargreavesの数字（こ

の表では括孤内に入れた）と若干異るが、構成

の便宜上 Hirstのものをとつた。

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

(

3

)

 

得
し
た
資
源
と
市
場
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
一
七
一
四
年
か
ら
八
三
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
に
君
臨
し
た

ウ
ィ
ッ
グ
党
の
重
商
主
義
体
制
r

＇
~
い
わ
ゆ
る
。
ハ
ー
ラ
メ
ン
タ
リ
・
コ
ル

ベ
ル
テ
ィ
ズ
ム
ー
ー
↓
は
、
楯
民
地
お
よ
び
海
外
貿
易
に
利
害
関
係
の
緊
密

な
独
占
的
大
商
業
資
本
と
競
争
力
弱
く
末
だ
自
立
し
得
な
い
初
期
産
業
資

本
と
の
経
済
外
的
支
柱
で
あ
っ
た
。
他
方
、
国
内
貿
易
に
関
係
の
密
な
る

商
業
査
本
お
よ
び
既
に
経
済
的
に
自
立
し
う
る
力
を
獲
得
し
た
産
業
資
本

は
国
家
権
力
に
よ
る
保
渡
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う

三
0
0万
ボ
ン
ド
で
あ
っ
た
公
債
額
は
、
第
一
次
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦
争
の
始

ま
っ
た
一
七
九
三
年
に
は
最
初
の
約
十
九
倍
の
二
四
、
五

0
0万
ボ
ン
ド

(

4

)

 

に
達
し
た
。
十
八
世
紀
全
般
を
通
じ
て
、

形
で
あ
っ
た
。

が
つ
て
、

内
国
消
喪
税
収
入
か
ら
成
つ
て
い
た
。
し
た

そ
れ
ら
は
主
と
し
て
地
主
と
一
般

消
費
者
（
大
部
分
の
佑
＜
須
民
）

の
肩
に
重
く
の

税
収
入
の
大
宗
は
地
租
収
入
と
関
税
お
よ
び

に
み
ら
れ
る
如
く
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
租

払
い
の
た
め
に
租
税
の
増
加
を
伴
う
。

B
表

公
債
の
累
稲
は
必
然
的
に
そ
の
償
遠
と
利

ら
一
七
六
三
年
ま
で
は
八
•
五
彩
で
あ
っ

(

5

)

 

た
。
」

年
ま
で
は
一
〇
彩
、

そ
し
て
一
七
五
五
年
か

た
。
た
と
え
ば
一
七
0
一
年
か
ら
一
七

こ
の
上
昇
は
実
際
の
戦
争
の
年
に
は
更
に
目
覚
し
か
つ

「
公
債
の
年
増
加
率
は
三
・
六

に
よ
っ
て
、
公
債
の
累
稜
は
急
激
に
増
大
し
た
。

一
七

0
二
年
に
約
一
、

こ
の
世
紀
を
通
じ
て
、

て
い
た
の
で
あ
る
。

五
度
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
植
民
地
獲
得
戦
争

な
武
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
保
護
体
制
を
経
費
の
か
か
る
も
の
と
感
じ

六
六
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(B)十八世紀イギリスの租税収入の構成（年平均収入） （単位千ポンド）

サー・ジェームズ・ステュアート（戒田）

I l(A)地租およl(B) l(C) '(D) l(E) 
/A+C+D /EC%) びアセッスド印紙税関税内国 計

・タックス 消費税

1688ー1700 1,651. 65主 1 , M~-t: -・ 1,095. 3,817.1 I 98.2 
1701-1710 1,890. 91. 1,378. 1,582. 4,941. 98. 

; 

1711-1720 I 1,668. 138. 1,563. 2,200. 5,469. 98.2 

1721ー1730 1,433. 152. 1,605. 2,694. 5,884. 97.4 

1731ー1740 1,061. 139. 1,522. 2,884. 5,606. 97.5 

1741-1750 2,122. 133. 1,319. 3,076. 6,650. 97.8 

1751-1760 1,789. 193. 1. 779. f l 3, so?. 7,368. 97.3 

1761-1770 2,139. 309. ・2,385. 4,849. 9,682. 96.8 

1771-1780 2, 099._ 399. 2,595. 5,272. 10,365. 96.1 

1781ー1790 2,778. 1,074. 3, 541, I 6, 600. 13,993. 97. 

1790-1800 3,898. 1,908. 4,800. 10,067. 20,673. 90.7 

* 1694-1700の平均

Pressnell, L. S., Country Banking in the Industrial Revolution, Oxford, 19~6. 
p. 64. の表から引用作成。

六
七

口
一
人
当
り
―
―

-0
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
政
府
支
出
負
担
額

が
、
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
戦
争
期
に
は
三
八
マ
ル

ク
、
七
年
戦
争
の
年
は
六
六
マ
ル
ク
、

ア
メ
リ
カ
独
立
戦

(

6

)

 

争
期
に
は
六
ニ
マ
ル
ク
と
著
し
く
大
き
く
な
っ
た
。
更

は
一
六
•
五
彩
、
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
戦
争
の
年

に
は
一
四
・
八
彩
、
七
年
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の

時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
三
％
と
一
七
•
五
彩
で
あ
っ

(

7

)

 

た
。
平
時
の
一
〇
彩
内
外
に
比
べ
て
、
二

0
彩
近
く
に
ま

(

8

)

 

で
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。

伸
吟
し
た
か
は
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
一
七
八
四
年
の
詩
、
「

（
前
略
）
帽
子
を
見
よ
、
リ
ボ
ン
を
見
よ
、
右
を
見
て
も
左

を
見
て
も
、
空
を
仰
い
で
も
、
牧
場
を
眺
め
て
も
、
見
廻

す
か
ぎ
り
課
税
を
免
れ
た
も
の
と
し
て
は
石
け
ら
―
つ
な

い
。
こ
れ
以
上
租
税
を
か
け
る
い
か
な
る
余
地
が
あ
る

か
、
我
々
は
頭
の
上
か
ら
爪
先
き
ま
で
か
く
も
租
税
で
充

彼
等
が
如
何
に
ウ
ィ
ッ
グ
的
重
商
主
義
体
制
の
重
圧
に

大
ざ
っ
ぱ
な
数
字
で
あ
る
が
、

ア
ン
女
王
戦
争
の
時
期
に

に
、
国
民
所
得
に
占
め
る
政
府
支
出
の
割
合
を
み
れ
ば
、

G
u
s
t
a
v
 S
c
h
m
o
l
l
e
r

に
よ
れ
ば
、

ア
ン
女
王
時
代
に
人

し
か
か
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
グ
ス
タ
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー



180 

相
次
い
で
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
た
。

「
人
ば
「
危
機
の
経
済
学

な
統
一
戦
線
を
形
成
し
て
旧
体
制
の
攻
撃
に
立
ち
上
っ
た
。
そ
の
中
心
と

ら
さ
な
い
高
価
な
邪
屎
物
と
し
か
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
彼
等
は
広
範

一
七
三

0
年
代
を
工
ポ
ッ
ク
と
す
る
農
業
の
資
本
主
義
的
発

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

似
て
、
ジ
ョ
ン
・
プ
ル
は
ど
ん
な
に
痩
せ
衰
え
よ
う
と
も
我
慢
を
つ
ず
け

(

9

)

 

て
い
る
の
だ
」
と
い
う
語
句
の
中
に
端
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と

に
、
十
八
世
紀
な
か
ば
ご
ろ
か
ら
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
会
は
、
民
衆

(

1

0

)

 

の
心
に
弥
勒
の
世
と
映
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

佑
＜
貧
し
き
人
々
ー
ー
彼
等
こ
そ
旧
体
制
と
既
に
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た

産
業
革
命
の
二
重
の
足
枷
に
縛
ら
れ
た
真
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
の
だ
ー
ー

は
云
う
ま
で
も
な
く
、
最
早
や
自
律
的
な
再
生
産
軌
道
を
も
つ
に
至
っ
た

産
業
資
本
、

(

1

1

)

 

展
と
共
に
完
全
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
た
地
主
階
級
な
ら
び
に
該
体
制
か
ら

閉
め
出
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
は
何
ら
の
利
益
を
ひ
き
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
中

小
商
業
資
本
に
と
つ
て
は
、
曽
つ
て
は
慈
母
の
如
く
彼
等
を
は
ぐ
く
ん
で

く
れ
た
保
談
体
制
が
今
や
独
占
的
大
商
業
資
本
だ
け
に
し
か
利
潤
を
も
た

な
っ
た
の
が
、
史
家
の
云
う
ト
ー
リ
ー
・
フ
リ
ー
・
ト
レ
イ
ダ
ー
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ッ
グ
的
重
商
主
義
体
制
が
こ
の
よ
う
に
し
て
全
機
構
的
な
解
体
の

危
機
に
直
面
し
た
時
期
に
、
二
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
経
済
学
者
が

た
さ
れ
て
い
る
、
腫
物
と
傷
夷
で
被
わ
れ
た
あ
の
不
幸
な
ヨ
プ
J
o
b

に
も

（
戒
田
）

大
畑
文
七
『
財
政
学
序
説
』
（
有
斐
閣
）
昭
和
十
四
年
、

頁。

(

1

2

)

（

13) 

体
系
」
た
る
『
政
治
経
済
学
原
理
」

(
1
7
6
7
)
の
著
者
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
り
、
今
一
人
は
ウ
ィ
ッ
グ
的
重
商
主
義
国
家
の
「
形
骸

(g 

化
」
の
仕
事
に
着
手
し
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

A
d
a
m
S
m
i
t
h
 
(
1
7
2
3
ー

'90)

で
あ
っ
た
。

註
(
1
)

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
＃
二
』
マ
ル
・
エ
ン
選

集
補
巻
5

（
大
月
書
店
）
五
八
頁
。

(
2
)
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
寺
沢
•
山
本
共
訳
「
空
想
か
ら
科
学
へ
』

（
国
民
文
庫
）
三
五
、
三
六
頁
参
照
。

(
3
)
 
C
f
.
 F
a
y
,
 C.R., 
G
r
e
a
t
 
B
r
i
t
a
i
n
 f
r
o
m
 A
d
a
m
 S
m
i
t
h
 

to 
the
 
P
r
e
s
e
n
t
 
D
a
y
;
 A
n
 E
 g
 
o
m
i
c
 a
n
d
 Social 
S
u
r
v
e
y
.
 

L
o
n
d
o
n
,
 5
t
h
 e
d
i
t
i
o
n
 
1950. 
p
p
,
 
2
3
-
2
4
.
 

(

4

)

 

H
a
r
g
r
e
a
v
e
s
,
 
E
.
 L., 
T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 D
e
b
t
.
 
L
o
n
d
o
n
,
 

1930. 
p. 
291. 
T
a
b
l
e
 A
.
 

(

5

)

 

Stettner, 
W. F., 
Sir
 
J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 o
n
 t
h
e
 Pub• 

lie 
D
e
b
t
.
(
T
h
e
 Q
u
a
r
t
e
r
l
y
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 
Economics• 

V
o
l
,
 

LIX, No; 3
.
 
p. 
451,) 

(

6

)

 

S
c
h
m
o
l
l
e
r
,
 
G., 
H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 
B
e
t
r
a
c
h
l
u
n
g
e
n
 
i.iber 

S
t
a
a
t
e
n
b
i
l
d
u
n
g
 
u
n
d
 F
i
n
a
n
z
e
r
i
t
w
i
c
k
l
u
n
g
.
 
(
J
a
h
r
b
.
 f. 

Gesetzg., 
V
e
r
w
a
l
t
.
 u• 

V
o
l
k
s
w
.
,
 Z
.F.jlirg• 

33. 
Lei・ 

p
z
i
g
 
1909. 
S. 
28.) 

六
八

一
九
六



I & I 

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

0

載
田
）

p
t
`
b
l
i
e
F
i
`
l
d
C
e
.
f
r
o
n
-

準
備
期
で
あ
っ
た
。

(

8

)

 

Fisk, 
H.E., 
E
n
g
l
i
s
h
 

R
eミ
o-ut
さ
f
-
o
f
N
6
8
8
.
 L
o
n
d
o
n
,
 1920. 
大
内
・
武
田
『
財

政
学
』
（
弘
文
堂
）
昭
和
三
十
年
、
七
二
頁
参
照
。

(
9
)
 
B
u
x
t
o
n
,
 S., 
F
i
n
a
n
c
e
 a
n
d
 Politics; A
n
 Histo;icail 

S
t
u
d
y
 
1
7
8
3
 1 1
8
8
5
.
 Vol. 
1. 
(in 
2
 vols) 
L
o
n
d
o
n
,
 1
8
 

88. 
p, 
1
8
 fn. ナ
ヒ
ム
ソ
ン
•
阿
部
訳

r
財
政
学
』
昭
和
七
年
、

九
八
ー
九
頁
。

(10)

フ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
国
富
論
の
刊
行
さ
れ
た
一
七
七
六
年

は
「
英
帝
国
史
上
最
も
暗
黒
の
年
」
で
あ
っ
た
と
。

F
a
y
,
op. 

cit., 
p. 
3. 

(

1

1

)

 

M
a
n
t
o
u
x
,
 
P., 

L
a
 
R
 ̀oolt̀
 lion 
i
n
d
u
s
t
さ
l
e
0
U

X
V
]
[
0
 
siec/e 
e
 
`
 

i
 

A
n
g
l
e
l
e
t
e
r
r
e
,
 
R
ミ
ris,

1
9
0
6
,
 
(
M
.
 

V
e
r
n
o
n
 
(tr.〕
.
T
h
e
I
且
ust
`
．
i
a
-
R
e
g
-
u
i
i
o
n
i
n
tぎ

1
8
t
h

C
e
n
t
u
r
y
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 1928. 
rev, 
1937. 
p, 
163.) 

(12)

本
田
・
水
田
編
『
社
会
思
想
史
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
昭

和
二
九
年
、
七
二
頁
以
下
。

(13)

フ
ル
・
ク
イ
ト
ル
は

"
A
n
I
n
q
u
i
r
y
 
into 
the 
P
r
i母
d

p
i
e
s
 o
f
 Political 
E
c
o
n
o
m
y
,
 B
e
i
n
g
 a
 ̀
 
,
 Es
s
a
y
 o
n
 
the・ 

Scie
辱
e
ミ

if
D
o
m
e
s
t
i
c
 
Policy 
in 
F
r
e
q
 
N
a
t
i
o
n
s
.
 
I
n
 

(
7
)
 

the 

ウ
ォ
ー
ル
ポ
ー
ル
の
平
和
時
代

(1714-'39)
で
さ
え
も
強

力
な
海
軍
の
増
強
が
み
ら
れ
た
。

(
F
a
y
,
op. 
cit s
 p. 
25.) 
,¥' 

れ
故
十
八
世
紀
の
わ
ず
か
な
平
和
期
は
明
ら
か
に
次
の
戦
争
の

laissez 
faire 

邑
c
h
0
re 
particularly 
c
;
n
s
i
d
e
r
e
d
 
P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
,
 
A
g
r
i
c
 

ulture, 
T
r
a
d
e
,
 
Industry, 
M
o
n
e
y
,
 
Coin, 
Interest, 
Cir-

culation, 
B
a
n
k
s
 `
 
E
x
c
h
a
n
g
e
,
 
P
u
b
l
i
c
 
C
r
e
d
i
t
 
a
n
d
 
T
a
x
・

es. 
2
 vols. 
L
o
n
d
o
n
,
 1767. 
(
以
下
『
原
理
』
と
略
す
）

(
1
4
)

前
掲
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
＃
二
』
一
〇
六
頁
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ス
ミ
ス
の
拮
抗

の
成
果
で
あ
っ
た
。

六
九

彼
の
哲

れ
た
と
き
に
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
知
識
人
の
間
に
相
当
の
反
響
を
呼

ん
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

T
h
e
M
o
n
t
h
i
y
R
eま
ie
さ
は
一
七
六
七
年
の
四

月
号
か
ら
七
月
号
ま
で
四
回
に
分
け
て
書
評
を
掲
載
し
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

の
鋭
い
素
質
と
『
原
理
』
の
出
来
ば
え
を
賞
讃
し
た
、
ま
た

T
h
s
・
c
r
i
t
,
 

•
C
a
l
Rさ
言
も
同
年
の
五
月
号
か
ら
七
月
号
に
わ
た
つ
て
論
評
し
、
研

(

1

)

 

究
主
題
の
新
鮮
さ
と
彼
の
独
創
性
を
讃
え
た
。
し
か
し
、
当
時
す
で
に

の
風
潮
が
国
内
に
み
な
ぎ
つ
て
い
た
た
め
に
、

学
市
民
社
会
は
「
不
均
衡
」
と
「
急
激
な
変
化
」
を
胚
胎
し
て
い
る
た

め
に
、
国
家
若
く
は
為
政
家
は
政
策
手
段
に
よ
っ
て
こ
の
矛
盾
を
克
服
す

ペ
き
義
務
が
あ
り
、
他
方
ウ
ィ
ッ
グ
的
重
商
主
義
に
み
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ

の
利
益
、
経
済
的
自
由
主
義
に
お
け
ろ
個
人
的
利
益
は
、
す
べ
て
「
全
体

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
『
原
理
』
は
亡
命
生
活
十
七
年
間
の
倦
ま
な
い
研
究

二、

一
七
六
七
年
に
第
一
版
（
四
つ
折
阪
二
巻
）
が
刊
行
さ
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憩
の
地
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』
も
こ

(

5

)

 

の
時
期
に
ド
イ
ツ
に
い
ち
早
く
輸
入
さ
れ
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
は
「
経
済

学
の
生
き
た
地
盤
が
欠
け
て
い
た
の
で
…
・
・
・
経
済
学
は
完
成
品
と
し
て
イ

自
来
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
そ
の
少

二
版
の
独
訳
が
あ
ら
わ
れ
、

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
プ
リ
ン
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
一
七
六
九
年

巻
）
は
三
年
後
の
一
七
七

0
年
に
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア

っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
事
情
が
異
な
り
、

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

の
利
益
」
に
遠
元
さ
る
ぺ
く
、
彼
ら
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
諸
個
人
は
こ
の
「

容
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

全
体
の
利
益
」
の
た
め
に
集
団
に
服
従
す
べ
き
こ
と
を
強
調
ー
ー
は
受
け

一
七
七
六
年
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
国

富
論
」
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
事
実
上
古
典
派

経
済
理
論
が
支
配
的
学
説
と
な
り
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
無
惨
に
も
「
死
し

(

2

)

 

た
る
犬
」
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
、
『
原
理
』
と
共
に
歴
史
の
芥
溜
の
な
か
へ

(

3

)

 

投
棄
さ
れ
て
失
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
や
彼
が
長
期
の
亡
命
生
活
を
送

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
『
原
理
』
は
可

成
り
普
及
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
原
理
』
第
二
版
（
八
つ
折
阪
三

に
は
『
原
理
』
第
一
版
の
独
訳
が
二
つ
、
更
に
一
七
九
六
年
に
は
『
原
理
』
第

(

4

)

 

一
七
八
九
年
に
は
仏
訳
の
出
た
こ
と
に
よ
っ

チ
ェ
ス
ク
ー
派
の
活
躍
を
み
る
の
で
あ
る
（
第
三
期
）
。

ド
イ
ツ
自
由
主
義
運
動
の
理
論
的
基
礎
を
築
い
た
と
こ
ろ
の
、
プ
リ
ン
ス

が
本
格
的
に
摂
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
二
期
）
。
か
く
て
、

七
七
六
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
ラ
イ
プ
チ
ィ
ヒ
で
出
版
さ
れ
た
シ
ラ
ー

(

7

)

 

J• 

F. 
Schiller
に
よ
る
『
国
富
論
』
の
独
訳
を
も
つ
て
濫
籐
と
す
る
。

あ
っ
た
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
機
関
誌
ょ

G^ettingis~he 

gelehrte An・ 

z
e
i
g
e
n
、
、
に
お
い
て
フ
ェ
ー
ド
ル

F
e
d
o
r
が
シ
ラ
ー
の
独
訳
を
好
意
的

に
論
評
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
『
国
富
論
』
の
独
訳
、
批
評
お
よ
び
紹
介

(

8

)

 

が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
（
第
一
期
）
。

次
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
経
済

(

9

)

 

学
の
領
域
で
の
科
学
的
躍
動
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
」
る
一
八
二

0
ー

三
0
年
代
の
時
期
に
、
ド
イ
ツ
で
は
ネ
ー
ペ
ニ
ウ
ス

N
e
b
e
n
i
u
s
や
ヘ
ル

・
ス
ミ
ス

P
r
i
n
c
e
S
m
i
t
h
を
中
心
と
す
る
、

一
八
四

0
ー

七
0
年
に
は
北
ド
イ
ツ
の
小
麦
の
輸
出
に
関
し
て
自
由
貿
易
論
を
唱
え
、

い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
・
マ
ン

マ
ン

H
e
r
m
a
n
n
等
に
よ
っ
て
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
の
古
典
派
経
済
理
論

翌
一
七
七
七
年
三
月
十
日
と
四
月
四
日
に
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に

イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
流
入
は
、
周
知
の
ご
と
く
、

済
理
論
の
吸
収
に
懸
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
ざ
れ
た
。
ド
イ
ツ
人
の
経
済
学
教
授
た
ち

(

6

)

 

は
生
徒
た
る
に
と
ど
ま
つ
」
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
彼
等
は
先
進
国
の
経

七
0
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ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

焦
眉
の
課
題
は
、
し
た
が
つ
て
、
対
外
的
に
は
先
進
国
と
の
経
済
闘
争
の

特
殊
な
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
も
と
に
出
発
し
た
ド
イ
ツ
市
民
社
会
の

か
っ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
は
、
資
本
蓄
積
乏
し
く
市
場
も
狭
溢
で
あ
っ
た
。

し
、
植
民
地
獲
得
競
争
に
落
伍
し
且
つ
未
だ
貧
弱
な
農
業
国
家
に
す
ぎ
な

成
）
、
そ
こ
か
ら
莫
大
な
利
潤
の
獲
得
と
資
本
蓄
積
と
を
行
い
得
た
の
に
対

七

再
評
価
と
極
め
て
密
接
な
関
連
を
有
つ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
す
で
に
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
ミ
ス
批
判
の
高
ま
り
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
対
す
る

イ
ツ
に
輸
入
せ
ら
れ
摂
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
こ
の
イ
ギ
リ
ス

古
典
派
経
済
学
に
対
す
る
批
判
的
態
度
が
ド
イ
ツ
の
特
殊
事
情
よ
り
生
成

乱
ー
ー
宗
教
改
革
戦
争
、
漿
民
戦
争
、
三
十
年
戦
争
等
々
ー
ー
を
起
因
と
す

る
政
治
的
混
乱
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
十
九
世
紀
初
葉
の
ド
イ
ツ
は
、
三

九
に
達
す
る
大
小
の
王
、
侯
国
の
匠
か
、
都
立
都
市
、
騎
士
領
に
分
裂
し
て

い
た
。
い
わ
ゆ
る
封
建
国
家
か
ら
近
代
的
統
一
国
家
に
い
た
る
過
渡
的
段

階
と
し
て
の
領
域
諸
国
家

Territorialstaaten(~ 

ュ
モ
ラ
ー
）
の
時
代

で
あ
る
。
か
か
る
政
治
的
不
統
一
の
結
果
、
国
内
の
商
業
、
交
通
は
阻
害

さ
れ
、
対
外
的
に
も
貿
易
面
に
お
い
て
著
し
い
立
ち
遅
れ
の
状
態
に
あ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が

す
で
に
十
八
世
紀
ま
で
に
海
外
植
民
地
を
割
拠
し
（
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
形

の
で
あ
る
。
『
国
富
論
』
の
ド
イ
ツ
版
と
称
さ
れ
る

民
的
体
系
』

D
a
s
N
a
t
i
o
n
a
l
e
 
S
y
s
t
e
m
 d
e
r
 Politiochen 
O
e
c
o
き
m
i
e

1
8
4
1
.
 

の
著
者
、
リ
ス
ト

Friedrich
List 
(
1
7
8
9
ー
1
8
4
6
)

を
先
駆
と

す
る
ミ
ュ
ラ
ー

A
d
a
m
 M
U
i
l
e
r
、

『
政
治
経
済
学
の
国

ロ
ッ
シ
ャ

1

W
i
l
h
e
l
m
 R
o
s
c
h
e
r
 

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト

B
r
u
n
o
H
i
l
d
e
b
r
a
n
d
、
ク
ニ
ー
ス

K
a
r
l
K
n
i
e
s
等

の
前
期
歴
史
学
派
の
活
動
が
そ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
人
口
論
に
拠
つ
て
カ
メ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ー
ク
の
人
口
政
策

(

1

0

)

 

を
批
判
し
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
あ
ら
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
者
の
な
か
で

最
も
造
詣
の
深
い
人
Gtindlichste
と
称
讃
し
た
ヘ
レ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト

(
1
1
)
 

H
e
r
r
e
n
s
c
h
 w
a
n
d
、
一
八

0
七
年
に
「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
帰
れ
」
と
叫
ん

(

1

2

)

 

だ
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト

H
u
f
e
l
a
n
d
、
更
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
ス
ミ
ス
以
上

ぬ
影
響
を
与
え
た
イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
に
対
す
る
反
省
が
お
こ
っ
た

す
な
わ
ち
、
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
相
次
い
で
起
っ
た
内
末
以
来
輸
入
さ
れ
そ
の
地
に
お
け
る
自
由
主
義
思
想
の
発
生
に
少
な
か
ら

す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

要
と
さ
れ
る
に
至
る
。
か
く
て
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
や
く
も
、
前
世
紀

国
民
主
義
と
、
自
由
主
義
に
対
す
る
保
渡
主
義
ー
干
渉
主
義
の
理
念
が
必

に
お
い
て
は
、

ス
ミ
ス
の
世
界
主
義
乃
至
個
人
主
義
の
理
念
に
対
立
す
る

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
は
後
進
国
ド

強
化
と
、
対
内
的
に
は
急
速
な
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
統
一
で
あ
っ
た
。
こ
こ
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ツ
に
お
い
て
は
引
き
続
き
ツ
ッ
ケ
ル
カ
ン
ド
ル

Z
u
c
k
e
r
k
a
n
d
l
e
、

ハ
ス
バ
ッ
ハ

H
a
s
b
a
c
h
等
に
よ
っ
て
ス

(
1
5
)
 

テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
は
著
し
く
進
展
さ
せ
ら
れ
た
が
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
お
い
て
も
、
就
中
イ
タ
リ
ヤ
で
は
コ
ッ
サ

C
o
s
s
a
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

イ
ル
ボ
ー
ゲ
ン

F
e
i
l
b
o
g
e
n
、

思
潮
が
世
界
的
に
浸
透
し
は
じ
め
た
七

0
ー
八
0
年
代
の
時
期
に
、

フ
ァ

ド
イ

自
由
貿
易
の
時
代
が
終
焉
を
告
げ
、
ネ
オ
・
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の

り
わ
け
ロ
ッ
シ
ャ
ー
、

(

1

4

)

 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヒ
ル
デ
プ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
採
り
入
れ
ら
れ
浄
化

ア
ー
ト
の
国
民
主
義
的
理
念
な
ら
び
に
歴
史
的
接
近
方
法
が
、
彼
ら
、
と

彩
ら
れ
た
彼
ら
の
見
解
は
や
が
て
前
期
歴
史
学
派
に
継
承
さ
れ
、

ス
テ
ュ

の
対
立
激
化
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
固
有
の
復
古
的
ロ
マ
ン
主
義
思
想
に
色

制
社
会
に
早
く
も
発
生
し
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と

に
重
要
な
人
物
と
考
え
、
彼
の
『
原
理
」
を
ニ
ュ
ー
ト
ン

I
g
a
c
 N
e
w
t
o
n
 

の
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
」

P
h
i
l
o
s
o
P
h
i
a
e
N
a
t
t
 

｀
 

ralis 
Principia 
M
a
t
h
e
 ,
 

matica, 1
6
8
7
.
 

に
比
肩
す
べ
き
も
の
と
極
め
て
高
く
評
価
し
た
レ
ー
ペ

(

1

3

)

 

ル
ク

R
e
h
b
e
r
g
等
に
よ
っ
て
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
様
々
に
解
釈
さ
れ
認

め
ら
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
四

0
年
代
頃
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
資
本

制
生
産
の
急
激
に
発
展
し
た
時
期
に
は
、

こ
の
国
に
お
け
る
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
に
対
す
る
関
心
に
一
時
的
な
停
頓
が
み
ら
れ
た
が
、
若
き
ド
イ
ツ
資
本

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

註
(

1

)

S
e
n
,
 
op, 
cit,, 
p
.
 
1
3
.
 

(

2

)

 

M
a
r
x
,
 
K., 
Z
u
r
 Kritik 
d
e
r
 Politischen 
O
k
o
n
o
m
i
e
.
 

E
r
s
t
e
s
 
Heft. 
V
o
l
k
s
a
u
s
g
a
b
e
.
 
B
e
s
o
r
g
t
 
v
o
m
 M
a
r
x
-
E
n
 ,
 

gels-Lenin-Institute. 
M
o
s
k
a
u
,
 1
9
3
4
.
 
S. 
4
5
.
 

マ
ル
・
エ

ン
主
義
研
究
所
訳
『
経
済
学
批
判
』
（
国
民
文
庫
）
ニ
―
―
頁
。

(
3
)
 
S
e
n
,
 
0
p
.
d
t
.》

p.
1
.
 

(
4
)

一
七
六
九
年
に

H
a
m
b
u
r
g
で
出
阪
さ
れ
た
独
訳
書
は
二

巻
に
分
れ
、
そ
の
醜
訳
者
は

J
.

U. P
a
u
l
i

で
あ
る
。
一
七
六

九
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て

T
i
i
b
i
n
g
e
n
で
出
版
さ
れ
た
も
の

（
五
巻
）
の
訳
者
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
一
七
九
六
年
に

B
a
s
e
l

u
n
d
 Stra.Bburg
で
出
版
さ
れ
た
独
訳
害
（
五
巻
）
の
訳
者
名

も
不
明
で
あ
る
。
下
つ
て
二
十
世
紀
の
初
葉
(
1
9
1
3
-
'
1
4
)
!
,
J
.
、
H.

W
a
e
n
t
i
g
編
集
に
よ
る
『
社
会
科
学
著
名
作
集
』

S
a
m
m
l
g

g

 

sozialwissenschaftlicher 
M
e
i
s
t
eヽ

の
第
十
四
ー
十
六
巻
の

中
に

A.
J
o
h
n

の
翻
訳
に
よ
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
一
七
八
九
年
に
パ
リ
ー
で
出
阪
さ
れ
た
仏
訳
（
五
巻
）
の
訳

る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
の
一
潮
流
を
形
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
の
地
は
第
二
次
大
戦
後
に
お
け

済
的
諸
条
件
の
変
化
と
と
も
に
、

シ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
伊
h
a
d
w
e
l
l
や
イ
ン
グ
ラ
ム

I
n
g
r
a
m
等
の
手
に
よ
っ

(

1

6

)

 

て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
名
が
学
史
の
上
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
経

「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
復
活
」
の
素
地
が
漸

次
培
養
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
は

(

1

7

)

 

ア
メ
リ
カ
．
に
引
き
継
が
れ
、
か
く
て
、

七
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ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

そ
の
他
の
も
の
は
す
べ
て
歴
史
の
誤
謬
で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
と
の
歴

想
と
す
る
社
会
は
、
原
始
社
会
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
二
つ
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
は
、

七
五

彼
の
原
理
の
中
に
見
出
さ
れ
得
る

evo-

フ
リ
ト
・
ト
レ
イ
ド
と
い
う
合
理
的
な
物
指
で
も
つ
て
測
る
。
彼
ら
の
理
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
従
っ
て
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
先
駆
者
と
し
て
高
く
評
価
さ

次
の
如
く
云
う
。
古
典
派
経
済
学
者
の
体
制
認
識
の
欠
除
は
、
彼
等
の
合

理
主
義
的
接
近
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
先
行
社
会
を
す
ぺ
て

と
す
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
潮
流
の
中
に
占
め
る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
地
位

そ
し
て
最
後
に
そ
の
綜
合
者
た
る
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
中
に
見
出
そ
う

序
説
』
の
中
で
ス
ミ
ス
の
歴
史
意
識
の
欠
除
を
指
摘
し
た
点
を
敷
術
し
て

さ
て
、
グ
ロ
ス
マ
ン
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
マ
ル
ク
ス
が
『
経
済
学
批
判

ロ
ス
マ
ン
と
、
セ
ン
の
最
近
の
労
作
を
結
論
的
に
と
り
あ
げ
よ
う
。

史
的
地
位
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
は
近
代
経
済
学

の
立
場
か
ら
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ケ
イ
ン
ズ
と
の
系
譜
性
を
求
め
よ
う
と
す

従
っ
て
又
、

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
の
主

流
を
な
す
小
林
昇
教
授
と
田
添
京
二
教
授
が
前
者
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
で
戦
後
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究

(

1

)

 

の
先
端
を
切
っ
た
グ
ロ
ス
マ
ン

H
e
n
r
y
k
G
r
o
s
s
m
a
n
を
も
こ
れ
に
含
め

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
部
類
に
は
、
前
記
イ
ン
ド
の
セ
ン
及
び
ア
メ

リ
カ
の
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
の
両
氏
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

2

)

 

と
こ
ろ
で
、
セ
ン
の
最
初
の
論
文
と
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
の
そ
れ
は
、
す
で

に
田
添
氏
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
紹
介
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
グ

を
得
る
に
至
っ
た
―
つ
の
思
潮
、
す
な
わ
ち
先
行
社
会
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
グ
ロ

ス
マ
ン
は
社
会
科
学
の
特
殊
性
と
そ
の
課
題
を
定
義
し
て
日
く
、
「
永
遠
に

変
ら
な
い
法
則
は
自
然
科
学
に
は
有
効
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
け
だ
し

自
然
は
永
遠
且
つ
不
変
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
社
会
は
各
時

代
毎
に
一
定
の
変
革
を
こ
う
む
る
の
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
課
題
は
、
し
た

則
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
あ
る
」
と
。
か
く
て
彼
は
、

「
十
八
世
紀
の
最

後
の
三
十
年
間
に
社
会
科
学
の
中
に
現
わ
れ
、
十
九
世
紀
の
前
半
に
勝
利

経
済
段
階
を
継
承
す
る
人
間
社
会
の
進
化
概
念

T
h
e
c
o
n
c
e
p
t
 
of evo• 

lution
」
の
流
れ
を
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
ン
ド
ル
セ

C
o
n
d
o
r
c
e
t
、
サ
ン
・

シ
モ
ン

S
a
i
n
t
・
S
i
m
o
n
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ

S
i
s
m
o
n
d
i
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
、
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ン
ズ

R
i
c
h
a
r
d
J
o
n
e
s
、

れ
る
の
で
あ
る
が
、

lutionary 
a
p
p
r
o
a
c
hー
ー
そ
れ
は
方
法
論
上
に
お
け
る
帰
納
法
と
演
繹

が
つ
て
、
永
遠
の
法
則
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
変
革
そ
れ
自
体
の
法

や
や
趨
勢
を
異
に
す
る
が
、

る、

彼
を
マ
ル
サ
ス
復
興
の
論
理
的
到
着
点
と
し
て
捉
え

史
的
連
関
性
を
考
察
し
な
い
。

彼
ら
の
求
め
る
も
の
は
自
然
法
で
あ
っ
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ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
の
こ
の
推
測
に
つ
い
て
は
、

セ

て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
故
意
に
無
視
し
た
ス
ミ
ス
自
身
の
態
度
に
求
め
て

(

6

)

 

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

重
嬰
性
を
認
め
た
と
き
で
さ
え
も
、
彼
等
は
終
始
師
の
ラ
イ
バ
ル
を
少
し

後
、
彼
等
が
そ
の
問
題
に
関
す
る
初
期
の
著
述
家
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

イ
W
i
l
i
a
m
P
u
l
t
n
e
y
宛
の
手
紙
（
一
七
七
二
年
九
月
五
日
付
）
に
依
拠
し

豪
も
信
じ
な
か
っ
た
し
、

ま
た
信
じ
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。

「
そ
の

の
決
定
的
な
原
因
は
や
は
り
時
の
流
れ
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
指
摘
し
て

(

5

)

 

い

る

。

ま

た

、

『

原

理

』

が

ス

ミ

ス

の

著

書

に

よ

っ

て
完
全
に
抹
殺
さ
れ
陳
腐
化
さ
れ
た
原
因
の
一
部
を
ス
ミ
ス
の
。
ハ
ル
ト
ネ

凌
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
な
ら
び
に
そ
の
追
従
者
た
ち
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の

で
、
長
い
間
ス
ミ
ス
以
前
に
も
合
理
的
な
経
済
思
惟
の
存
在
し
た
こ
と
を

ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
は
、

で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ま
で
大
低
の
経
済
思
想
史
家

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
人
気
を
矢
っ
た
一
因
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ム
は
、

(

4

)

 

コ
ッ
サ
や
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

D
u
g
a
l
d
S
t
e
w
a
r
t
と
共
に
、
そ
れ
を
彼
の
文

プ

er
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン

体
の
欠
点
ー
冗
長
な
文
体
、
言
葉
の
濫
用
ー
ー
に
求
め
て
い
る
が
、
そ

を
公
明
正
大
に
評
価
す
る
こ
と
が
、
史
家
、
と
り
わ
け
学
説
史
家
の
義
務

の
相
対
的
重
要
性
、
さ
ら
に
は
相
互
に
関
係
あ
る
も
の
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

て
は
妥
当
し
な
い
。
け
だ
し
、

「
証
拠
を
細
心
に
取
捨
し
、
様
々
な
主
張

何
故
に
ス
ミ
ス
の
影
に
か
く
れ
て
文
字
通
り
「
忘
れ
ら
れ
た
経
済
学
者
」

(

3

)

 

と
し
て
の
不
運
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ら
な
い
と
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」
し
か
し
、
こ
の
事
は
史
家
に
つ
い

よ
う
な
価
値
あ
る
教
訓
を
学
ん
だ
か
を
認
め
る
往
ど
鷹
揚
で
な
け
れ
ば
な

い
て
も
、
す
ぐ
れ
て
独
創
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
、

撃
の
た
め
に
敵
の
最
強
の
要
塞
を
選
ぷ
べ
き
で
あ
る
と
か
、
敵
か
ら
ど
の

る
特
定
の
分
野
ー
ー
た
と
え
ば
、
人
口
、
農
業
、
貨
幣
、
財
政
等
ー
ー
に
お
士
な
る
も
の
は
、

彼
が
い
か
に
高
潔
の
士
で
あ
っ
て
も
必
ら
ず
し
も
攻

こ
の
様
に
、
体
制
認
識
や
科
学
的
方
法
論
の
導
入
の
点
に
お
い
て
、

ス

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
古
典
派
経
済
学
者
た
ち
を
超
え
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
点
に

ス
ミ
ス
は
よ
く
知
つ
て
い
た
。

9
,
1
ー
故
で
あ
っ
た
。
彼
が
グ
ロ
ス
マ
ン
に
よ
っ
て
、

ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド

法
な
ら
び
に
一
般
化
と
特
殊
化
と
の
和
合
に
よ
っ
て
特
徴
ず
け
ら
れ
る

ミ
ス
よ
り
も
遥
か
に
す
ぐ
れ
て
い
た
許
り
で
な
く
、
政
治
経
済
学
に
お
け

う
ち
た
て
る
に
あ
た
っ
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
か
ら
多
く
の
も
の
を
借
り
て
い

た
。
」
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ス
ミ
ス
が
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
全
く
無
視
し
た
の

ク
ル
ー
セ
イ
ダ
ー

は
、
偏
に
彼
の
聖
戦
士
と
し
て
の
立
場
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
聖
戦

サ
ー
・
ジ
ニ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

で
あ
り
、

ン
は
次
の
様
に
論
駁
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
体
系
が
精
緻

そ
れ
に
徹
底
的
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
の
容
易
で
な
い
こ
と
を

「
事
実
、

ス
ミ
ス
自
身
、
自
己
の
体
系
を

七
六



1&9 

が
も
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

セ
ン
に
よ
れ
ば
、
社
会
科

七
七

永
続
的
危
機
の
理
論
移
行
に
際
す
る
内
的
矛
盾
の
分
析
等
に
多
く
の
影

精

神

営
i
t
g
e
l
s
t
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
等
、
主
と
し
て
外
在
的
な
要
因
論
、
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
労
佑
概
念
、
交
換
経
済
に
内
包
す
る

た
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

街
学
的
且
つ
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
四
に
、

r
国
富
論
」
が
そ
の
時
代
の

ジ
ー
ニ
ア
K

精
神
を
極
め
て
適
切
に
表
現
し
た
天
オ
の
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
原

イ
ン
テ
レ
ク
ー

理
』
は
当
時
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
か
ら
逸
脱
し
た
知
者
の
作
品
で
あ
っ

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
忘
却
の
原
因
は
、

『
原
理
』
そ
の
も
の
の
内
容
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
表
現
形
式
お
よ
び
時
代

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

ク
ス
は
若
干
の
個
所
で
彼
を
手
厳
し
く
批
判
し
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
極

さ
て
、
結
論
を
急
ご
う
。
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
主
た
る

(

1

0

)

 

貢
献
は
彼
の
社
会
統
制
の
経
済
学
に
存
す
る
が
、
彼
に
対
す
る
そ
の
よ
う

な
評
価
に
近
よ
っ
た
も
の
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
唯
一
人
で
あ
っ
た
。
マ
ル

め
て
高
く
評
価
し
た
。
事
実
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
経
済
構
造

常
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
そ
れ
は
冗
長
、

る。

ガ
ン
の
採
用
を
阻
害
せ
し
め
た
こ
と
。
第
三
に
、
『
国
富
論
』
の
文
体
が
非

な
ギ
ャ
ッ
プ
を
う
ず
め
る
こ
と
が
、

セ
ン
の
窮
極
の
目
的
と
な
る
の
で
あ

と
。
第
二
に
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
折
衷
主
義
が
彼
を
し
て
簡
単
な
ス
ロ
ー

っ
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
観
を
是
正
し
、
経
済
思
想
の
文
献
に
存
在
す
る
重
大

し
て
、
『
原
理
』
は

"if"
や
a
b
u
t
n

と
い
う
言
葉
を
過
度
に
用
い
た
こ

世
紀
初
期
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
者
の
誤

系
籍
を
求
め
る
た
め
に
、
彼
を
誇
大
に
賞
揚
し
た
」
十
九
世
紀
か
ら
二
十

の
史
家
の
態
度
で
あ
る
と
セ
ン
は
云
う
の
で
あ
る
。

も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
そ
れ
の
最
も
著
し
い
犠
牲
者
の
一
人
で
あ

で
も
認
め
る
こ
と
を
拒
ん
だ
…
…
。
こ
の
問
題
を
取
扱
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の

著
名
な
史
家
の
殆
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
は
、

こ
れ
ま
で
ス
ミ
ス
自
ら
与
え

た
示
唆
に
し
た
が
つ
て
簡
単
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
放
遂
し
よ
う
と
試
み
た

り
、
或
い
は
派
手
な
文
句
で
彼
を
粉
砕
し
よ
う
と
企
て
て
来
た
の
で
あ

る
と
」
か
く
て
、
．
批
難
さ
る
べ
き
は
ス
ミ
ス
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
後
世

そ
こ
で
、
セ
ン
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
忘
却
の
原
因
を
次
の
四
つ
に
求
め

(

8

)

 

る
。
先
ず
第
一
に
、
『
国
富
論
』
が
簡
単
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
の
に
対

い
か
に
す
ぐ
れ
た
理
論
が
唱
え
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
時
代
精
神
や
社
会
の

(

9

)

 

潜
在
意
識
と
相
容
れ
な
い
な
ら
ば
、
社
会
的
に
無
視
さ
れ
る
1
ー
を
示
す

っ
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
か
か
る
狭
盗
な
視
野
か
ら
解
放
し
、
『
原
理
』
の
内

在
的
研
究
に
よ
り
、
書
物
の
外
側
に
接
吻
す
る
人
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た

従
来
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
批
判
者
の
大
部
分
、
ま
た
「
自
ら
の
持
論
の
古
き

学
全
般
の
後
進
性
．
9
|
ー
自
然
科
学
と
異
な
り
、
社
会
科
学
の
分
野
で
は
、
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は
正
当
な
地
位
を
う
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
十
分
な
兆
し
が
あ
る
。
」

べ
き
で
あ
る
と
、
次
の
如
く
主
張
す
る
。
従
来
、
経
済
的
自
由
主
義
は
重

商
主
義
か
ら
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
童
商
主
義
の
反
動
と
し
て
、
ま
た
社

は
彼
を
社
会
主
義
と
統
制
に
関
す
る
経
済
思
想
の
始
租
と
し
て
評
価
さ
る

最
後
に
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
学
史
上
の
地
位
に
つ
い
て
云
え
ば
、

セ
ン

が
古
典
派
経
済
学
に
攻
撃
を
開
始
し
て
以
来
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
最
後
に

の
そ
れ
で
あ
る
。
理
論
の
領
域
に
お
い
て
も
ま
た
、
と
り
わ
け
ケ
イ
ン
ズ

p
o
s
t
 
M
a
r
x
i
a
n
 anti-individualist
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
等
は

マ
ル
ク
ス
と
異
な
り
、

ア
ー
ト
は
マ
ル
ク
ス
以
降
の
経
済
思
想
の
一
般
的
発
展
に
直
接
何
ら
か
の

影
響
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
と
、
彼
の
思
想
の
現
代
ま
で
の
連
続
性
を

セ
ン
は
否
認
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
個
人

主
義
思
想
の
退
潮
と
呼
応
し
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
影
蓉
が
弱
ま
る
に
つ

れ
て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
哲
学
は
地
歩
を
得
て
来
た
。
「
二
十
世
紀
半
に
、
彼

が
久
し
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
母
国
に
お
い
て
さ
え
も
、
現
在
施
行
中
の

経
済
政
策
は
事
実
上
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
の
も
の
で
も
な
く
、
本
質
的
に
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

哲
学
を
駁
す
る
の
み
で
、
彼
の
正
し
い
評
価
を
行
わ
な
い
。
従
っ
て
ス
テ
ュ

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
外
見
上
貴
族
的
且
つ
保
守
的
な

菩
を
こ
う
む
つ
て
い
る
。

だ
が
、

(
1
1
)
 

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
社
会
主
義
思
想
は

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー

t
（
戒
田
）

方
は
次
の
よ
う
に
修
正
を
要
す
る
。
童
商
主
義
の

milieu
の
中
か
ら
異

さ
れ
る
社
会
統
制
の
経
済
学
に
、
他
方
が
ス
ミ
ス
の
国
富
論
に
開
花
し
た

ス
ミ
ス
の
哲
学

は
当
時
の
精
神
に
受
容
れ
ら
れ
即
座
に
驚
異
的
な
成
功
を
遂
げ
た
の
に
反

な
っ
て
、
社
会
経
済
的
諸
条
件
が
変
化
し
た
と
き
新
ら
し
い
道
が
社
会
主

義
の
方
向
に
分
岐
し
た
、
と
い
う
よ
り
は
、

そ
れ
ら
は
新
ら
し
く
現
わ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
に
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
曽
つ
て
歩
ん
だ
同

じ
旧
径
ー
ー
も
っ
と
も
そ
れ
は
恐
ら
く
も
う
目
に
は
見
え
な
か
っ
た
で
あ

(
1
2
)
 

ろ
う
け
れ
ど
も
ー
ー
を
辿
つ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
。
か
く
の
如
く
、
セ

ン
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
を
学
史
の
芥
溜
か
ら
掘
り
お
こ
し
、
彼
に
永
遠
の
生

命
を
賦
与
し
よ
う
と
努
め
る
の
で
あ
る
。

註
(
1
)

G
r
o
s
s
m
a
n
,
 
H., 
T
h
e
 Evolutionist 
R
e
v
o
l
t
 
a
g
a
i
n
s
t
 

Classical 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 
H
.
n
.
（

T
h
e
j
o
u
m
-
0
i
o
f
P
o
]
i
t
.
 

図
l
E
C
o
n
o
m
y
"
Vol. 
LI, N
o
.
 5
 
&
 6
.
 
1
9
4
3
.
)
 

(

2

)

 

S
e
n
,
 
S. 
R., 
Sir 
J
a
m
e
s
 Steuart's 
G
e
n
e
r
a
l
 
T
h
e
o
r
 y

 

of 
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,
 
Interest 
a
n
d
 M
o
n
e
y
.
 
(
E
c
o
n
o
m
i
c
a
,
 

し
て
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
そ
れ
は
完
全
に
忘
却
さ
れ
て
失
っ
た
。

「
後
に

自
由
競
争
の
経
済
学
に
向
い
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

っ
た
二
つ
の
流
れ
が
分
岐
し
、

一
方
が
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
『
原
理
』
に
見
出

流
れ
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
常
套
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
様
な
描
き

会
主
義
は
ス
ミ
ス
以
降
の
或
る
時
期
に
そ
の
主
流
か
ら
分
岐
し
た
―
つ
の

七
八
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ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ニ
ア
ー
ト

（
戒
田
）

V
o
l
・
X
I
V
,
 N
o
.
 5
3
.
 
1
9
4
7
.
)
 

(
3
)

戦
前
の
わ
が
国
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
研
究
に
お
い
て
、

の
論
者
が
マ
ル
ク
ス
の
著
作
か
ら
の
孫
引
き
で
お
茶
を
に
ご
し

て
い
た
そ
の
中
で
、
「
彼
の
理
論
体
系
を
そ
の
も
の
と
し
て
対

象
に
す
え
よ
う
と
し
た
」
唯
一
の
人
、

福
田
敬
太
郎
氏
（
田
添

京
二
「
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
菩
積
論
の
甚
礎
楷
造
」
、
内
田
義
彦
編

『
古
典
経
済
学
研
究
』
（
末
来
社
、
）
昭
和
三
二
年
所
収
、
七
七
頁
。
）

の
研
究
動
機
も
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
彼
ハ
決
ン
テ
尋
常
乎
凡
ノ
器
デ
ナ
ク
、

二
互
リ
、
観
察
綿
密
、
博
覧
強
記
、

其
ノ
研
究
ハ
多
年

誠
―
ー
一
代
ノ
学
匠
タ
ル
ヲ

失
ハ
ナ
カ
ッ
タ
。
然
ル
ニ
、
生
ル

4

つ
卜
遅
キ
緯
力
ニ
十
一
年
、

死
ス
ル
コ
ト
遅
キ
亦
僅
力
ニ
十
年
、
殆
ン
ド
同
時
代
二
於
テ
其

ノ
国
二
人
卜
成
ッ
タ
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
ガ
経
済
学
の
鼻
祖
卜
謳

＾
＞
タ
ノ
＿
＿
比
．
（
テ
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ノ
名
声
甚
ダ
挙
ガ
ラ
ザ
ル

所
以
、
果
ン
テ
何
処
ニ
ア
ル
カ
。
予
ガ
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
研
究
ノ

動
機
ハ
丑
二
存
ス
ル
。
」
（
福
田
敬
太
郎
稿
、
福
田
徳
三
校
訂
、

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
ノ
研
究
（
其
一
）
」
『
国
民
経
済

雑
誌
』
第
二
七
巻
第
六
号
、
大
正
八
年
十
二
月
七
四
頁
。
）

(

4

)

コ
ッ
サ
に
よ
れ
ば
、
「
重
農
主
義
者
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

と
、
貨
幣
と
資
本
、
価
値
と
価
格
、
賃
金
と
利
潤
を
区
別
で
き

な
か
っ
た
著
述
家
（
ス
テ
ュ
ア
ー

t
ー
ー
訳
注
）
と
を
比
較
す

る
こ
と
は
街
学
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
。

C
f
.
I
n
g
r
a
m
,
 

O
P
C
i
i
.》

p
.
4
7
5
.
 

大
方

四、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
小
伝

「
や
が
て
、

七
九

(
5
)

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
ヨ
リ
秀
れ
た
天
性
か
ら

引
き
出
さ
れ
る
ぺ
く
運
命
ず
け
ら
れ
た
産
業
自
由
の
原
理
が
学

問
上
の
み
な
ら
ず
、
政
治
の
上
に
お
い
て
も
決
定
的
に
有
利
な

方
向
へ
力
強
く
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
彼
（
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

i
ー
訳

の
時
代
の
世
論
の
状
態
は
彼
に
対
す
る
容
認
や
そ
の
名
声

に
と
つ
て
一
層
不
利
で
あ
っ
た
。
」

I
n
g
r
a
m
,
op. cit., 
p. 
4
7
6
.
 

「
乱
は
、

ナ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

(
6
)

ス
テ
ュ
ア
ー
ト

Sfr

J
a
m
e
s
 S
t
e
w
a
r
t

の
著
書
に
つ
い
て
貴
方
と
同
じ
意
見
を
も
っ

て
い
ま
す
。
忠
は
、
そ
れ
に
一
言
も
関
説
せ
ず
に
、
そ
の
中
の

或
る
誤
ま
れ
る
原
理
が
私
自
身
の
著
書
の
中
で
明
瞭
適
確
な
論

駁
に
あ
う
で
あ
ろ
う
と
、
心
ひ
そ
か
に
信
じ
て
お
り
ま
す
。
」

R
a
e
,
 
John., 
L
i
f
e
 o
f
 A
d
a
m
 S
m
i
t
h
.
 
L
o
n
d
o
n
,
 1
8
9
5
.
 
p. 

2
5
3
.
_
 
C
f
.
 
Stettner, 
0p.cit.》

p,
4
5
3
.
 

S
e
n
,
 
op. 
cit., 
p
p
,
 2
 ,
 3.
 

Ibid., 
p. 
186. 

Ibid.》

p.
1. 

C
f
.
 
ibid., 
c
h
a
p
,
 
IX. 
p, 
1
3
0
 ff. 

セ
ン
の
云
う
社
会
主
義
と
は
、

a
n
t
i
・
i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
i
s
m
と
同

意
語
で
あ
る
。

Ibid.,
p. 
1
8
5
 

fn. 

(12) 

(
7
)
 

(

8

)

 

(
9
)
 

(10) 

(11) 
注）

lbt'd., 
p
p
.
 1
8
7
-
1
8
9
.
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A
、
お
い
た
ち

に
忘
却
さ
れ
た
遠
因
も
、
実
は
、
彼
の
と
っ
た
態
度
そ
の
も
の
の
中
に
求

の
実
り
豊
か
な
思
想
を
生
ん
だ
十
八
世
紀
な
か
ご
ろ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
久

れ
の
一
因
と
見
倣
し
得
る
も
の
は
、
彼
ら
の
生
活
環
境
乃
至
態
度
で
あ
る

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー

t

（
戒
田
)

と
こ
ろ
で
、

は
別
と
し
て
、
彼
が
ス
ミ
ス
と
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
の
本
質
的
差
異
を
、
同

(

1

)

 

一
基
盤
に
よ
る
異
っ
た
接
近
方
法
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

事
実
、
彼
ら
は
共
に
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
商
品
経
済
基
盤
に
立
脚
し
、

共
通
の
思
想
的
遺
産
を
有
し
て
い
た
。
然
る
に
、
一
方
は
経
済
的
自
由
主

義
へ
、
他
方
は
経
済
的
統
制
主
義
へ
と
、
全
く
正
反
対
の
道
を
撰
ん
だ
の

(

2

)

 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
に
お
け
る
決
定
的
な
脊
反
が
何
に
も
と
ず
く

ス
ミ
ス
だ
け
で
な
く
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト

に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
そ

と
云
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
つ
い
て
最
も
よ
く
当
嵌
ま

る
。
と
云
う
の
は
、
彼
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
人
生
の
最
も
重
要
な
時
期
に
、
か

し
く
生
活
を
送
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
思
想
の
形
成
に
い
く
ば
く
か
稗
益
し

(

3

)

 

た
で
あ
ろ
う
と
明
ら
か
に
推
測
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
が
不
当

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
彼
の
生

(

4

)

（

5
)
 

涯
を
攪
要
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

セ
ン
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
論
が
正
鵠
を
射
て
い
る
か
ど
う
か

て
い
る
。

の
名
門
で
、

そ
こ
か
ら
著
名
な
政
治
家
や
法
律
家
が
輩
出
し
た
と
云
わ
れ

ン
バ
ラ
市
に
生
れ
た
。
彼
の
生
家
は
、

一
七
一
三
年
十
月
十
日
（
旧
暦
）
と

や
キ
ッ
ビ
ス
の

T
h
e
Coltness 
Collections
、

さ
ら
に
准
男
磨
名
簿

同
じ
プ
キ
ャ
ン
の

M
e
m
o
i
r
s

サ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
デ
ナ
ム
の
生
誕
年
に
つ
い
て

は
詳
ら
か
で
な
い
。
キ
ッ
ビ
ス
博
士
編
纂
の

D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
of N
a
t
i
o
n
a
l
 

Brittanica 
(2nd.,ed.)

や
プ
キ
ャ
ン
の
筆
に
な
る
と
云
わ
れ
る

Ane・

cdotes
は、

る
が
（
セ
ン
、

こ
れ
を
一
七
―
二
年
十
月
二
十
一
日
（
新
暦
）
と
記
し
て
い

ヴ
ェ
ー
ン
テ
ィ
ッ
ヒ
）
、

T
h
e
 C
o
m
p
l
e
t
e
 B
a
r
 g
 
e
t
a
g
e
は、

な
し
（
テ
イ
ラ
ー
）
、
．
両
者
の
間
に
オ
余
の
距
り
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
が
正

(

6

)

 

し
い
か
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
テ
イ
ラ
ー
に
な
ら
っ
て
後

者
を
と
つ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

Sri
J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 
of 
G
 8‘ 

d
t
r
e
e
 and. C
o
l
t
n
e
s
s
の
嫡
男
と
し
て
、

一
七
一
三
年
十
月
十
日
エ
デ
ィ

十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
君
臨
し

(

1

)

 

た
、
か
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
と
系
譜
を
同
じ
く
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

若
き
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
ノ
ー
ス
・
バ
リ
ク

N
o
r
t
h
B
e
r
w
i
c
k
の
学
校

へ
送
ら
れ
、
後
年
、

m
m
e
r
 S
c
h
o
o
l
 

招
聘
さ
れ
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
古
典
文
法
学
校Gr
a
•

の
校
長
に
任
命
さ
れ
た
、

厳
格
で
有
名
な
師
、
ジ
ェ
ム

ズ
・
。
ハ
ー
デ
ィ

J
a
m
e
s
P
u
r
d
i
e
の
指
導
を
う
け
た
。

こ
の
期
の
ス
テ
ュ

八

0
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て、

（
戒
田
）

ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

，
 

サ

「
生
来
、
記
憶
と
弁
舌
に
す
く
な
か
ら
ぬ
天

ず
、
定
期
的
に
演
劇
を
上
演
す
る
こ
と
が
慣
例
行
事
で
あ
っ
た
。

そ
し

そ
の
後
六
年
間
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
蔦
等
学
校
で
は
、

長
老
派
教
会
の
反
対
に
も
拘
ら

を
優
秀
な
成
績
で
。
ハ
ス
し
、

(

1

0

)

 

式
に
入
学
を
許
可
さ
れ
、

e
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
 

ノ＼

世
襲
の
職
業
に
就
く
た
め

ア
ー
ト
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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「
彼
は
春
に
絢
爛
と
分
を
も
ち
、
わ
け
て
も
話
術
に
す
ぐ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
示
し
た
。

(lil滋
）

-
S
i
r
 J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 

of 
G
o
o
d
t
r
黛
s
(
1
6
3
5ー

1
7
1
3
)

x
u
.
y

こ
y
F
思
翠
苅
叫

(
1
6
9
2ー

1
7
0
8
,
1
7
1
1
ー

》

1
3
)

一
慈
善
喜
淀
ば

M
a
r
g
a
r
e
t
 Trail 

咲
く
よ
り
も
、
秋
に
熟
す
る
型
の
天
分
の
持
主
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
が
」
、

(

8

)

 

歴
史
的
才
能
の
点
で
は
早
く
か
ら
卓
越
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
も
一
七
二
五
年
に
「
ヘ
ン
リ
ー
四
世
」
の
な
か
の
王

(

9

)

 

の
役
を
立
派
に
演
じ
了
え
、

（墨

f
)

|
 Sir 
J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 of 

}
 

G
o
o
d
t
r
e
e
s
 a
n
d
 C
o
l
t
n
e
s
sー

ー

(
1
6
8
1
|
 1
7
2
7
)
 

翌
に
か
苫
這
咽
｝
ー
Sir
J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 

ご
‘̂
7
遥
旦
喜
蓋

A

D
e
n
h
a
m
 

A
n
n
e
 
Dalrymple

— 

心
4

さ
＾
羹
喜
景

9
L
a
d
y
 F
r
a
n
c
i
s
 
W
 
e
m
y
s
s
 

｛
嗜©
S
~
J

●e
w
 Dalrym・

〔

E
a
r
l
of 
W
 
e
m
y
s
s
 (7.)

翌〕

一
七
二
四
ー
五
年
の
冬
季
中
、
彼
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
に
入
学
し
、

所
定
の
語
学
と
哲
学
を
お
さ
め
た
後
、
大
学
入
学
試
験

matriculation

一
七
二
九
年
二
月
四
日
正

に
、
法
律
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
、

(

1

1

)

 

攻
し
た
。
後
年
、
彼
が
国
家
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
と
き
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
律
と
歴
史
を
専

こ
の
時
期
に
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流
社
会
の
風
習
」
に
し
た
が
つ
て
、

(
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
、

修
得
し
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
思
想

(
T
h
u
c
y
d
i
d
e
s
,
Polybius, 

Caesar, 
Tacitus, 
L
i
v
y
等
の
）
が
可
成
り
役
立
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

(
1
2
)
 

る
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
時
代
の
彼
は
、
陽
気
と
機
智
で
も
つ
て
非
常
に

こ
れ
に
つ
い
て
キ
ッ
ビ
ス
は
や
や
気
取
っ
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

ー
訳
注
）
は
、
如
何
な
る
哲
学
の
結
論
に
よ
っ
て
も
、
或
い
は
如
何
な
る

宗
教
原
理
に
よ
っ
て
も
証
明
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
容
易
に

示
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
賢
明
で
善
良
な
人
は
、

一
七
三
五
年
、
一
1

十
一
オ
の
と
き
、

フ
ラ
ン
ス
、

法
律
の
実
修
を
始
め
る
ま
え
に
、

ス
ペ
ノ
ー
ン
、

イ
タ
リ
ア
）
に
つ
い

バ
ラ
市
で
弁
護
士
の
資
格
を
許
さ
れ
、
実
社
会
ヘ
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

—
ー
に
会
う
つ
も
り
で
、
ラ
イ
デ
ン
市
へ
出
か
け
た
が
、
生
憎
、

ゞ
ロ
ノ

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、

も
、
彼
の
父
と
激
し
い
政
治
的
葛
藤
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

B
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

A
r
n
i
s
t
o
n
ー
ー
後
述
す
る
よ
う
に
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
帰
国
後
皮
肉
に

に
な
っ
た
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
最
初
、

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
の
法
律
研
究
の
仲
間
で
あ

『
特
殊
な
復
権
に
隈
す
る
巻
』
に

や
欠
点
を
免
れ
な
い
。
」

や
る
気
が
な
く
な
っ
た
。
」
第
二
に
、

い
ろ
い
ろ
な
過
失

つ
い
て
公
け
に
試
験
さ
れ
た
後
、
彼
は
最
大
の
賛
辞
を
う
け
て
エ
デ
ィ
ン

「
彼
の
国
の
上

五
年
に
わ
た
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
旅
行

こ
の
旅
行
か
ら
彼
は
、
後
年
原
理
の
執
筆
に
あ
た
つ
て
大
い
に
役
立
つ

な
態
度
を
も
修
得
し
た
。
し
か
し
、

す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
収
獲
も
、

そ
れ
は
、
先
ず
第
一
に
こ
の
旅
行
に
よ
っ
て
、

「
新
米
の
弁
護
士
な
れ
ば
誰
で
も
必
ず
一
度

旅
行
中
の
彼
と
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト

と
の
回
合
に
よ
っ
て
、
後
年
殆
ん
ど
二
十
年
に
も
お
よ
ぷ
亡
命
生
活
の
浮

(

1

3

)

 

目
に
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

っ
た
ア
ー
ニ
ス
ト
ン
の
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ン
ダ
ス

R
o
b
e
r
t
D
u
n
d
a
s
 of 

ト
は
既
に
帰
国
し
て
い
た
の
で
、
彼
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

は
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

い
わ
ゆ
る
下
請
け
の
仕
事

deviling
を

「
精
神
の
集
中
」
を
失
い
、

彼
は
一
時

と。

「
も
し
も
必
要
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
期
待
（
霊
魂
の
再
現
を
指
す
旅
行
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
損
失
と
比
べ
れ
ば
、
殆
ん
ど
無
に
等
し
か
っ
た
。

再
現
を
信
じ
る
ほ
ど
、
神
憑
の
人
で
も
あ
っ
た
。
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

い
て
の
広
汎
な
知
識
を
獲
得
し
た
許
り
で
な
く
、
以
前
よ
り
も
一
‘
層
優
雅

人
気
を
博
し
た
が
、
反
面
、
心
霊
術
に
凝
り
、
自
来
終
生
、
人
の
霊
魂
の

た
と
こ
ろ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
法
律
、
慣
習
お
よ
び
生
活
様
式
に
つ

だ
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

た
。
だ
が
、

こ
の
旅
行
が
自
己
の
運
命
を
左
右
し
よ
う
と
は
、
彼
は
夢
想

八
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集
っ
た
の
は
、

そ
れ
が
専
制
主
義
の
た
め
か
ら
で
は
な
く
て
、

そ
の
当
時

八

あ
っ
た
。

「
事
実
、
多
く
の
若
き
僣
王
支
持
者
た
ち
が
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
に

W
e
m
y
s
s
と
結
婚
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
と
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
の
関
係

長
老
派
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
民
主
々
義
的
な
主
張
ゆ
え
に
迫
害
を
う
け
て
の
い
い
長
姉
、

レ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ー
ム
ズ

L
a
d
y
F
r
a
n
c
i
s
 

ー
ト
弁
護
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
祖
父
や
〈
冬
は
忠
実
な

エ
ル
コ
ー
の
仲

と
こ
ろ
で
、

こ
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
若
き
僣
王

t
h
e
y
o
u
n
g
 Preten・ 

d
e
r
に
対
す
る
忠
誠
は
、
彼
が
反
動
的
な
思
想
の
持
主
で
あ
る
と
い
う
理

由
だ
け
で
は
決
し
て
説
明
し
得
な
い
と
、
セ
ン
は
次
の
ご
と
く
ス
テ
ュ
ア

き
た
。
ス
ア
ュ
ア
ー
ト
自
身
も
ま
た
、
強
固
な
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
者
で

？
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

ル
ト
ン
派
の
名
幹
事
と
し
て
名
を
轟
か
せ
た
。

一
七
四
一
年
の
冬
、
彼
は
ロ
ー
マ
で
回
合
し
た
エ
ル
コ
ー
卿
と
旧
交
を

温
め
、
そ
れ
が
緑
と
な
り
、

一
七
四
三
年
十
月
十
四
日
、

は
ヨ
リ
緊
密
に
な
っ
た
と
云
え
よ
う
。
彼
と
そ
の
新
妻
は
、
妻
の
三
人
の

姉
妹
と
彼
の
二
人
の
姉
妹
を
つ
れ
て
、
彼
自
身
学
生
時
代
に
楽
し
く
過
し ‘̀‘、

ノ

な
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
と
の
交
り
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
が
将
来
彼
の
招
禍
の
も
と
と

謁
見
し
、
心
か
ら
歓
待
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
王
子
と

つ
て
い
た
」
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
れ
た
容
姿
、
豊
か
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

つ
て
い
た
亡
命
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

C
h
a
r
l
e
s
S
t
u
a
r
t
に

彼
の
友
人
で
知
名
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
、

エ
ル
コ
ー
卿
L
o
r
d
E
l
c
h
o
の
紹

こ
で
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
ヘ
向
い
、
当
地
で
オ
ー
モ

ト
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
十
五
ヶ
月
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
を
了
え
ロ
ー

マ
ヘ
旅
立
っ
た
が
、
彼
の
母
が
亡
く
な
っ
た
の
は
（
一
七
三
六
年
十
一
月
十

七
日
）
、
丁
度
こ
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

介
で
、
彼
は
、
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
と
つ
て
特
別
な
魅
力
を
も

ロ
ー
マ
で
は
、

ン
ド
公

D
u
k
e
of 
o
r
・
m
o
n
d
e
を
は
じ
め
、

他
の
有
名
な
ジ
ャ
コ
バ
イ

の
腐
敗
し
た
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
寡
頭
政
治
に
反
対
す
る
理
由
か
ら
で
あ
っ
た

と
云
う
の
が
正
し
い
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
著
作
を
熟
読
し
た
人
は
誰
で

n
1ズ

も
、
彼
が
市
民
的
自
由
の
大
義
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
に
心

を
う
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

C
、
赫
突
た
る
時
代

一
七
四

0
年
七
月
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
帰
っ
た
彼
は
、
旅
行
で
一
層

洗
練
さ
れ
た
個
人
的
な
魅
力
と
教
養
に
よ
っ
て
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
上
流

社
会
を
完
全
に
魅
惑
し
た
。
彼
は
最
早
「
実
務
に
対
す
る
熱
意
を
う
し
な

外
国
帰
り
の
若
い
弁
護
士
と
し
て
、
当
然
政
治
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
彼

は
、
当
時
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
ウ
ォ
ー
ル
ボ
ー
ル
治
政
に
反
対
し
て
立
ち

上
つ
て
い
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
公

D
u
k
e
of 
H
a
m
i
l
t
o
n
を
擁
立
し
、
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徒
労
に
終
っ
た
け
れ
ど
も
、
弁
護
士
と
し
て
の
彼
の
名
声
は
高
ま
り
前
途

の
病
気
の
た
め
に
気
が
や
や
滅
入
っ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
彼
の
友
人

「
彼
は
力
を
ふ
り
し
ぽ

熱
烈
且
つ
哀
感
を
こ
め
て
語
っ
た
の

(

1

5

)

 

で
、
こ
と
ご
と
く
人
気
と
賞
讃
の
的
と
な
っ
た
。
」
彼
の
努
力
は
、
結
局

り
、
し
か
も
上
品
さ
を
失
わ
ず
、

れ
た
英
知
の
あ
る
彼
が
そ
の
よ
う
な
危
険
な
仕
事
に
加
担
し
た
理
由
に
つ

(
1
6
)
 

い
て
、
キ
ッ
ビ
ス
は
次
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
彼
は
丁
度
妻

法
延
に
も
ち
こ
み
、
自
ら
弁
護
論
を
展
開
し
た
。

ル
ズ
王
子
）
と
ロ
ー
マ
で
取
り
結
ん
だ
関
係
を
新
に
し
た
。
」
人
並
す
ぐ

も
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
そ
こ
で
、
彼
は
こ
の
争
い
を
慎
重
な
配
慮
を
要
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
よ
か
ら
ぬ
時
機
に
、

（
チ
ャ
ー

た
選
挙
戦
の
最
中
に
は
、

そ
れ
が
い
か
に
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

選
挙
当
日
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、

に
た
い
し
て
は
一
そ
う
高
い
義
務
を
お
い
、
家
族
に
た
い
し
て
は
一
そ
う

漏
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
が
、

「
こ
の
理
由
の
説
明
は
、
熱
中
し

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、

「
い
ま
や
時
代
の
動
揺
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
君
主

自
分
の
名
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
脱
偶
然
の
一
致
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

一
七
四
九
年
九
月
に
、
同
市
に
帰
つ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
単
な
る

（
ウ
ィ
ッ
グ
党
）
の
推
賎
を
う
け
て
い
た
。

ユ
．
ア
ー
ト
夫
人
が
痘
癒
に
か
か
っ
た
の
で
、
転
地
療
養
の
必
要
上
、
彼
の

arles 
G
i
l
m
o
u
r
は、

ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ン
ダ
ス

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

四
年
八
月
五
日
、
嗣
子
（
後
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
将
軍
）
が
生
れ
た
と

わ
れ
た
際
、

・
ア
ー
ド

S
i
r

J
o
h
n
 B
a
i
r
d

を
支
持
し
、
彼
の
選
挙
資
任
者
と
な
り
大
い

に
活
躍
し
た
。
対
立
侯
補
の
サ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ギ
ル
モ
ア

S
i
r

C
h
-

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
親
友
、

の
父
で
あ
り
、
彼
の
師
と
も
云
う
べ
き
当
地
の
有
力
者
ア
ー
ニ
ス
ト
ン
卿

「
し
か
し
、
以
前
の
温
情
や
親

(

1

4

)

 

友
と
い
え
ど
も
、
選
挙
戦
の
激
し
さ
に
は
立
ち
向
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
」

る
所
領
地
コ
ル
ト
ネ
ス
ヘ
隠
退
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
幸
に
も
ス
テ

家
族
は
、
丁
度
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
反
乱
軍
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
を
占
領
し
た

間、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
一
家
は
、
グ
ッ
ド
ッ
リ
ー
ズ
か
ら
ラ
ナ
ー
ク
州
に
あ

の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
反
乱
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
七
四
四
年
ー
五
年
の
冬
の

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
親
族
の
一
人
と
し
て
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ベ

を
企
図
し
、
僣
王
を
盟
主
に
仰
い
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
た
、
か

一
七
四
四
年
に
、

た
事
件
が
勃
発
し
た
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
行
政
区
で
国
会
議
員
の
選
挙
が
行
な

一
七
四
五
年
の
夏
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
の
復
辟

き
、
彼
は
幸
福
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
間
も
な
く
彼
の
人
生
コ
ー
ス
を
全
く
歪
め
て
し
ま
つ

た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
近
郊
の
グ
ッ
ド
ッ
リ
ー
ズ
に
住
居
を
移
し
た
。

D
、
厄
難
へ
の
途

一
七
四
洋
々
た
る
も
の
を
思
わ
せ
た
。

八
四
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料
理
す
る
に
値
す
る
魚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

水
泡
に
帰
し
て
失
っ
た
。
反
乱
が
鎖
圧
さ
れ
る
と
、
彼
は
大
逆
罪
に
問
わ

れ
、
そ
の
ま
ま
国
外
に
踏
み
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と

も
、
彼
は
最
初
、
短
期
間
の
追
放
（
三
年
）
の
後
、
帰
国
が
許
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
に
と
つ
て
、
彼
は
十
分
に

一
七
四
八
年
＋
月
十
三
日

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
q

ア
ー

t
0戒
田
）

八
五

一
七
五
六
年
に
七
年
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、

の
両
国
は
ア
メ
リ
カ
樅
民
地
を
め
ぐ
つ
て
極
め
て
険
悪
な
様
相
を
呈
し
て

い
た
。
こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
恐
れ
た
彼
は
、
直
ち
に
フ
ラ
ン
ダ
ー

ス
ヘ
向
け
て
旅
立
っ
た
が
、

戻
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
首
都
に
到
達
し
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス

オ
に
な
っ
た
嗣
子
の
た
め
に
、
適
当
な
教
育
施
設
を
求
め
て
再
び
。
ハ
リ
へ

な
『
原
理
』
の
下
準
備
の
た
め
に
費
さ
れ
た
。

期
（
一
七
四
九
年
）
で
あ
り
、

こ
の
地
で
の
七
年
間
は
、
主
と
し
て
膨
大

て
い
た
。
彼
が
政
治
経
済
学
の
研
究
に
と
り
か
か
っ
た
の
は
丁
度
こ
の
時

て
い
る
。

ン
グ
レ
ー
ム
に
住
を
移
し
た
、

そ
し
て
一
七
五
四
年
ま
で
そ
の
地
で
静
穏

ず
、
彼
は
少
く
と
も
稜
極
的
な
同
調
者
で
あ
っ
た
と
テ
ィ
ラ
ー
は
臆
断
し

「
一
七
四
五
年
十
月
、
彼
は
。
ハ
リ
に
向
つ
て
出
発
し
た
。
そ
こ
で
は
彼

の
世
間
に
つ
い
て
の
知
識
や
語
学
力
が
、

そ
し
て
そ
の
機
敏
さ
や
能
弁
の

才
能
が
、
彼
を
し
て
政
治
的
陰
謀
家
た
ら
し
め
る
の
に
、
大
い
に
や
く
だ

っ
た

C

」
し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
や
彼
の
抱
い
て
い
た
希
望
は
、

一
七
四
六
年
四
月
の
カ
ロ
デ
ン
・
ム
ー
ア

C
u
l
l
o
d
e
n
M
o
o
r
の
決
戦
で

か
か
る
決
定
的
打
撃
に
直
面
し
、
彼
は
南
仏
の
ア

ス
テ
ュ
ア
ー
が
こ
の
事
件
に
果
し
個
人
的
役
割
は
、
僣
王

(

1

7

)

 

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
民
に
対
す
る
宣
言
書
な
ら
び
に
そ
の
他
若
千
の
宣
言

(

1

8

)

 

書
の
起
草
と
、
協
議
会
へ
の
列
席
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら

E
、
流
寓
時
代

(

a

)

亡
命
初
期

な
生
活
を
営
ん
だ
。
す
で
に
政
治
的
野
心
は
潰
れ
去
り
、
彼
の
関
心
は
も

は
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
方
面
、
と
り
わ
け
経
済
的
社
会
的
諸
問
題
に
移
つ

一
七
五
四
年
、
彼
は
十
一

る。

と
こ
ろ
で
、

う
け
た
不
快
な
処
遇
の
意
識
か
ら
生
じ
た
精
神
の
焦
躁
か
ら
ま
だ
完
全
に

回
復
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ら
が
折
り
重
つ
て
、
彼
を
し
て
ジ
ャ

に
聴
訟
裁
判
所

Court-
of 
O
y
e
r
 a
n
d
 T
e
r
m
i
n
e
r
が
彼
に
対
し
て
不

戦
以
来
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
た
ち
に
た
い
し
て
か
ち
え

の
望
み
を
全
く
断
た
れ
、

こ
こ
に
彼
の
永
い
流
浪
の
旅
が
始
ま
る
の
で
あ

コ
バ
イ
ト
に
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
と
。

た
最
大
の
勝
利
」
と
し
て
む
か
え
た
。
か
く
て
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
婦
国

利
な
判
決
を
下
し
た
時
、
政
府
支
持
者
た
ち
は
、

そ
れ
を
「
カ
ロ
デ
ン
の

や
親
族
に
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
が
沢
山
い
た
こ
と
、
第
三
に
、

先
頃
の
選
挙
で
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主
た
る
関
心
は
社
会
の
上
向
を
確
保
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
下
向
を
阻

(

2

0

)

 

止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
思

想
家
か
ら
う
け
た
影
響
は
、
貴
族
化
し
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
立
場
を
表

ビ
ア
や
百
科
全
書
派
の
主
唱
す
る
急
激
な
改
革
に
組
し
な
か
っ
た
。
彼
の

な
ど
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
し
た
。
同
大
学
の
ス
ボ
ン
サ
ー
で
あ
る
ヴ
ュ

時
は
学
問
に
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
或
る
時
に
は
時
論
を
た
た
か
わ
せ
た
り

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
家
に
集
ま
り
、
肘
か
け
椅
子
に
も
た
れ
な
が
ら
、
或
る

ッ
ク
な
雰
囲
気
に
極
め
て
房
わ
し
か
っ
た
。
夕
方
に
な
る
と
、
教
授
連
が

の
形
成
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、

ル
ソ
ー
の
夢
み
た
ユ
ー
ト

政
府
乃
至
為
政
家
が
璽
要
な
役
割
を
果
す
と
こ
ろ
の
「
組
織
さ
れ
た
社
会
」

彼
の
家
族
は
同
地
を
去
り
、
そ
の
夏
、
ド
イ
ツ
の
ス
パ
ー
に
移
っ
た
。
か

る
の
で
あ
る
。

三
つ
の
批
判
的
思
想
ー
ー
百
科
全
書
派
（
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
エ

ル
ヴ
ェ
ツ
ウ
ス
、

（
ケ
ネ
ー
、

な
ら
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
等
）
、

イ
ー
ガ
り
タ
リ
ア
ン
・
セ
ン
テ
イ
メ
ン
タ
リ
ス
ト

‘
‘
、
一
↓
ポ
ー
）
、
平
等
主
義
派
（
ル
ソ
ー
、

ィ
）
ー
が
入
乱
れ
て
い
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、

を
学
び
と
り
、

マ
プ
リ
ー
、

モ
レ
リ

フ
ラ
ン
ス
旅
行
（
一

七
六
四
ー
六
年
）
中
に
交
友
し
た
重
嬰
学
派
の
人
々
か
ら
可
成
り
の
も
の

そ
れ
ら
を
『
国
宮
論
』
の
な
か
で
発
展
せ
し
め
た
が
、
ス

•(19) 

テ
ュ
ア
ー
ト
の
場
合
、
彼
ら
か
ら
大
し
た
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
。
何
故

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
全
目
的
は
、
重
悶
学
派
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
国
家

の
重
要
性
を
軽
視
し
個
人
の
優
位
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
は
な
く
し
て
、

明
す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ニ
ー
か
ら
摂
取
し
た
歴
史
的
な
接
近
方
法
と
保
守
性

(

2

1

)

（

22) 

を
除
い
て
は
、
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。

ト
に
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
地
に
い
る
間
、
彼
は
ド

秀
な
教
授
連
が
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
大
学
の
立
地
条
件
が
よ
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
当
時
北
ド
イ
ツ
で
は
戦
い
が
始
ま
つ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を

(
2
3
)
 

避
け
る
意
味
に
お
い
て
も
、
彼
が
同
大
学
を
択
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
家
族
は
一
七
五
七
年
六
月
に
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
到
着
し
た
。
し
か

し
、
同
地
は
、
彼
の
は
じ
め
の
予
想
と
異
な
り
、
小
さ
な
町
で
し
か
も
建

物
が
悪
く
、
彼
の
望
ん
だ
優
雅
な
生
活
と
は
余
り
に
も
か
け
は
な
れ
て
い

た
。
そ
れ
に
拘
ら
ず
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
の
生
活
は
、
彼
の
永
い
亡
命

中
も
つ
と
も
幸
福
で
あ
っ
た
。
同
大
学
は
、
彼
の
求
め
て
い
た
ア
カ
デ
ミ

大
学
を
択
ん
だ
。
彼
が
そ
こ
を
択
ん
だ
の
は
、
第
一
に
、
同
大
学
に
は
優

重
盟
学
派

イ
ツ
の
大
学
の
長
所
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
あ
げ
、
最
後
に
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

と
こ
ろ
で
、
彼
が
十
年
に
わ
た
っ
て
過
し
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

く
て
、

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

一
家
は
、
翌
年
早
く
も
、
嗣
子
の
大
学
教
育
の
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
一
家
は
亡
命
の
中
期
を
ド
イ
ツ
で
過
す
こ
と
に
な

(
b
)
 
亡
命
中
期
さ
て
、

ス
パ
ー
に
居
を
構
え
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の

八
六
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八
七

一
七
五
八
年
の
夏
、
そ
の
頃
急
性
痛
風
に
襲
わ
れ
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
可
さ
れ
る
直
前
に
、
国
王
が
突
然
世
を
去
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
し
お
望
郷
の

た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
企
画
が
実
行
に
移
さ
れ
る
見
込
の
あ
る
も

て
お
り
、
数
年
前
、

サ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
労
作
の
仏
訳
の
出
版
に
志
し

ビ
ス
に
よ
れ
ば
、

た
『
原
理
』
の
執
筆
を
除
々
に
進
め
て
い
た
。
彼
は
、
大
学
の
蔵
書
を
フ
ル

に
利
用
し
、
時
に
は
諸
所
を
旅
行
し
て
な
ま
の
知
識
の
収
集
に
努
め
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

こ
の
地
で
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、
嗣
子
の
勉
強
相
手
と
自
ら
の
助
手
を

一
人
の
善
良
利
澄
な
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
生
を
秘
書
に
雇
つ

た
が
、
彼
は
ス
テ
d

ア
ー
ト
の
期
待
に
十
分
応
え
た
。
こ
の
青
年
は
、
キ
ッ

「
現
在
、
•
…
•Co
u
n
c
i
l
 
of 
M
o
n
t
b
i
e
l
a
r
d
に
齢
デ
め

の
か
、
或
い
は
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
、
吾
々
の
耳
に
入
っ
て

(
2
4
)
 

来
た
こ
と
は
な
い
。
」

、
医
師
の
勧
告
に
よ
り
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
を
去
り
、
チ
ロ
ル
経
由
で
温
暖

の
地
ヴ
ェ
ニ
ス
ヘ
と
赴
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
地
で
、
彼
は
当
時
七
十
六
オ

の
レ
デ
ィ
・
メ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
ト
リ
・
モ
ン
タ
ギ
d

L
a
d
y
 M
a
r
y
 W
o
r
t
l
e
y
 

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

ベ
ニ
ス
で
の
療
養
も
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
、

っ
た
が
、
こ
こ
で
も
彼
は
、
病
を
押
し
て
『
原
理
』
の
執
筆
を
続
け
た
。
そ
の

よ
う
な
無
理
が
崇
つ
て
か
、
彼
の
健
康
は
一
向
に
快
く
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
彼
の
家
族
は
ヴ
ェ
ロ
ナ
を
経
て
、
一
七
六

0
年
十
月
、
再
び
チ
ュ

ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
舞
戻
っ
た
。
帰
独
後
ま
も
な
く
、
彼
は
ジ
ョ
ー
ジ
ニ
世
崩
御

の
報
せ
を
受
け
と
っ
た
。
彼
の
夫
人
や
知
人
の
努
力
で
帰
国
許
可
書
が
裁

念
に
駆
ら
れ
て
い
た
彼
に
と
つ
て
ま
こ
と
に
不
幸
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
彼
は
再
び
好
機
を
逸
し
た
の
で
あ
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
「

(

2

5

)

 

欽
ん
で
い
た

n
ッ
プ
を
投
げ
つ
け
」
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

一
家
は
。
ハ
ド
ゥ
ア
ヘ
移

兼
ね
て

ら
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

、
彼
が
修
正
し
な
か
っ
た
の
は
、
彼
女
の
云
を
そ
の
ま
ま
う
け
と
っ
た
か

し
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
亡
却
の
一
因
と
み
な
さ
れ
て
い
る
彼
の
生
硬
な
文
体
を

篇
の
批
判
を
求
め
た
ほ
ど
、
彼
女
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
し
か

ス
テ
d

ア
ー
ト
も
ま
た
、

一
七
六

0
年
に
『
原
理
』
の
第
一
お
よ
び
第

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
滞
在
中
、
彼
は
、

す
で
に
一
七
五
五
年
に
着
手
し

で
、
彼
と
文
通
を
つ
づ
け
、
彼
の
掃
国
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
尽
力
し
た
。

好
意
を
し
め
し
た
。
」

ュ
ア
ー
ト
の
人
柄
に
魅
せ
ら
れ
、

一
七
六
二
年
八
月
に
こ
の
世
を
去
る
ま

ば
招
か
れ
ざ
る
客
ゴ
ー
ト
人
の
潜
入
に
た
い
し
て
、
許
さ
れ
る
か
ぎ
り
の

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
も
又
、

か
れ
に
非
常
な
便
宜
と
激
励
を
与
え
、

で
気
が
強
く
、
政
界
や
学
界
に
顔
の
ひ
ろ
か
っ
た
こ
の
老
婦
人
は
、

「
い
わ

M
o
n
t
a
g
u
と
知
遇
に
な
っ
た
。

ス
テ

ロ
ン
ド
ン
の
宮
廷
に
多
年
仕
え
、
能
弁
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者
は
「
マ
キ
シ
マ
ム
な
社
会
利
益
」
に
重
き
を
置
く
こ
と
に
お
い
て
、
基
究
に
専
念
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
女
が
彼
の
も
と
に
帰
つ
て
来
る
や
、

彼
に
決
定
的
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
両
者
の
間
に

ス

い
け
れ
ど
も
|
ー
は
殆
ん
ど
疑
い
な
い
。
」

(

C

)

 

亡
命
後
期

年
年
に
脱
稿
し
て
い
た
。

な
前
期
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
哲
学
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
ー
ー
も
っ
と
も
、

ル
デ
ン
ベ
ル
ク
公
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
一
七
五
七
ー
八

で
展
開
し
た
貨
幣
論
を
ド
イ
ツ
の
事
情
に
適
用
し
た
特
殊
研
究
で
、
ヴ
ェ

中
に
脱
稿
し
て
い
た
。
第
三
の
論
文
は
、

つ
で
あ
る
。

こ
の
中
、
最
初
の
も
の
は
既
に
一
七
五
四
年
フ
ラ
ン
ス
滞
在

も
つ
と
も
影
響
を
う
け
た
の
は
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
ス

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
亡
命
生
活
は
、

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー

t

か
か
る
悔
恨
の
情
さ
め
や
ま
ぬ

往
年
の
ヨ
ー
ロ

ッ
。
ハ
旅
行
に
知
遇
と
な
っ
た
国
防
大
臣

t
h
eSecre~ary 

a
t
 
W
a
r
の
バ

リ
ト
ン
卿

L
o
r
d
B
a
r
r
i
n
g
t
n
の
ひ
き
た
て
に
よ
り
、
彼
の
嗣
子
が
近
衛

第
一
竜
騎
連
隊

R
o
y
a
l
o
r
 
First 
R
e
g
i
m
e
n
t
 of 
D
r
a
g
o
o
n
s

の
旗
手

フ
ラ
ン
ス
滞
在

期
間
よ
り
も
短
か
く
、
五
年
有
余
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
彼
が
思
想
的
に

チ
ュ
ア
ー
ト
が
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
永
ら
く
滞
在
し
た
こ
と
に
か
ん
が

み
、
彼
が
ド
イ
ツ
の
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
著
作
に
親
し
ん
だ
こ
と
、
ま
た
彼

バ
イ
ア
ス

の
一
般
的
偏
侍
が
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
ホ
ー
ル
ニ
ッ
ク
の
よ
う

い
か
に
も
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
彼
は
そ
れ
ら
の
人
々
に
関
説
し
て
い
な

し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
は

は
、
前
者
が
「
マ
キ
シ
マ
ム
な
国
庫
収
入
」
を
強
調
す
る
の
に
対
し
、
後

ン
の
年
代
学
の
擁
護
」

F
r
a
n
k
f
u
r
t
.
 1
7
5
7
.
 

A
n
s葵
ers
to 
M
.
 d
e
s
 

rtatさ
n

u冷
o
n
S
i
r
 
I
s
s
a
c
 
N
e
w
t
o
n
'
s
 
C
h
r
o
n
o
l
o
g
y、
T
i
i
b
i
n
g
e
n
,
1
7
 

5
7
・
国
『
貨
幣
の
理
論
な
ら
び
に
原
理
を
ド
イ
ツ
鋳
貨
に
適
用
し
た
る
論

究』

A

D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
 
u
p
o
n
 the 
D
o
c
t
r
i
n
e
s
 
a
n
d
 
P
r
i
n
e
定
es
o
f
 

M
o
n
e
y
,
 a
p
p
l
i
e
d
 
to 
U
ぷ

G
e
s
m
a
n
Coin, 
T
t
i
b
i
n
g
e
n
.
 
1
7
6
1
.
 ~
 

の
三

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
『
原
理
』
の
中

レ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
が
嗣
子
を
連
れ
て
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
帰
り
、
夫
の
帰
国
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
る
間
、

テ
ュ
ア
ー
ト
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
居
住
し
、
貿
易
と
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
の
研

な
く
な
っ
た
の
で
、
同
年
六
月
一
家
を
挙
げ
て
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
旅
立
っ
た
。

る
論
究
に
対
す
る
回
答
』

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
彼
は
も
は
や
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
留
ま
る
必
要
が

V
i
g
n
o
l
l
e
s

、

D
i
s
s
e
•

に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
と
つ
て
不
幸
中
の
幸
で
あ
っ

ロ
『
ウ
ィ
ノ
ル
氏
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
年
代
学
に
関
す

r
aミ
c
i
e
n
n
e
c
h
r
 g
 
ologie 
d
e
 
C
r
e
e
s
,
 

A
p
o
l
o
g
i
e
 d
u
 s
e
n
t
i
m
e
n
t
 d
e
 
M
o
n
s
i
e
u
r
 le 

彼
が
ド
イ
ツ
滞
在
中
に
出
版
し
た
作
品
は
、
日
『
ニ
ュ
ー
ト

一
七
六
一
年
三
月
、

（
戒
田
）

C
h
e
v
a
l
i
e
r
 
N
e
w
t
o
n、s
s
u
r
 

な
お
、

(

2

6

)

 

本
的
な
差
異
が
あ
る
と
。

八
八
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F
、
晩
年

八
九

に

P
o
-
i
t
i
c
a
-
E
c
o
n
o
m
y
な
る
文
字
を
標
題
と
し
た
書
物
（
『
原
理
』
）

ラ
ン
ス
政
府
は
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

一
七
六
二
年
十

一
七
六
二
年
八
月
二
十
五
日
、
丁
度
彼
が
宿
疾
に

彼
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ス

Elizabeth
を
伴
つ
て
、

た
。
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ス
。
ハ
ー
は
第
二
次
大
戦
中
の
リ
ス
ボ

。
愛
国
心
強
き
彼
は
、
軽
卒
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
を
聞
い
た
と
き
、
そ

の
政
治
経
済
情
勢
に
精
通
し
て
い
た
の
で
、

を
危
険
人
物
と
み
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
将
校
た
ち
は
彼

伸
吟
し
床
に
つ
い
て
い
た
時
、
彼
の
仮
家
は
二
百
人
の
フ
ラ
ン
ス
兵
に
包

囲
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
命
令
に
も
と
ず
き
、
彼

を

G
i
v
e
t
の
要
塞
に
幽
閉
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
の
で
あ
る
。
夫
人

は
直
ち
に
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
て
立
ち
、
夫
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
仲

介
を
懇
願
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ー
政
府
も
彼
の
釈
放
に
助
力
し
た
が
、
フ

月
三
日
に
平
和
の
予
備
交
渉
が
ま
と
ま
る
ま
で
、
彼
は
帰
国
を
目
前
に
控

え
な
が
ら
、
暗
き
牢
獄
の
中
で
オ
余
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
彼
の
心
情
を
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

を
踏
ん
だ
の
は
十
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
惟
う
に
、
彼
の
情
懐
は

い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

た
の
で
あ
る
。
明
る
年
の
初
め
に
、
彼
は
一
路
故
郷
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
へ

と
急
い
だ
。
間
も
な
く
、
彼
は
一
家
の
所
領
地
コ
ル
ト
ネ
ス
に
隠
退
し
、

そ
の
地
で
懸
案
の
土
地
改
良
と
学
問
研
究
、
と
り
わ
け
『
原
理
』
の
完
成

に
余
生
を
捧
げ
よ
う
と
決
心
し
た
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、
今
や
フ
ラ
ン
ス

と
ド
イ
ツ
に
比
し
て
余
り
詳
し
く
な
い
母
国
の
経
済
的
諸
問
題
の
研
究
に

取
り
組
み
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
の
完
成
を
急
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
前
述

の
如
く
、
『
原
理
』
の
主
核
を
な
す
第
一
篇
「
人
口
と
農
業
」
お
よ
び
第
二

篇
「
交
易
と
産
業
」
は
既
に
一
七
五
八
年
ま
で
に
チ

9
1
ピ
ン
ゲ
ン
で
完

成
し
、
第
三
篇
「
貨
幣
と
鋳
貨
」
も
一
七
六

0
年
に
は
脱
稿
し
て
い
た
。

と
公
債
」
お
よ
び
第
五
篇
の
「
租
税
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

従
つ
て
、
彼
が
亡
命
先
か
ら
帰
つ
て
補
足
し
た
の
は
、
第
四
篇
の
「
信
用

一
七
六
七
年
、

彼
が
政
治
経
済
学
の
研
究
に
着
手
し
て
よ
り
十
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
初

の
よ
ろ
こ
び
を
隠
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス

然
と
し
て
彼
は
、
公
民
法
の
制
約
の
も
と
に
暮
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

の
母
国
の
敵
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
傷
病
兵
も
多
数
き
て
い
た
の
で
あ
る

だ
が
、
彼
の
政
治
的
苦
難
は
そ
れ
で
終
焉
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
依

ン
と
同
じ
地
位
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
。
従
つ
て
、
そ
こ
に
は
彼

鉱
泉
地
ス
。
ハ
ー
ヘ
赴
い

ュ
ア
ー
ト
は
、
直
ち
に
ロ
ン
ド
ン
ヘ
向
け
て
出
発
し
た
。
彼
が
祖
国
の
土

家
は
そ
の
冬
を
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
過
し
た
。
更
に
、

一
七
六
二
年
五
月
、

一
七
六
二
年
十
二
月
十
三
日
、

G
i
v
e
t
の
獄
舎
か
ら
釈
放
さ
れ
た
ス
テ
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B
eミ
gal.

W
e
i
g
h
t
s
 a
n
d
 M
e
a
s
u
r
e
s
 o
v
e
r
 
the 
W
o
r
l
d
.
 

論
究
』

A

D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
 
t
h
e
 
P
o
l
i
c
y
 
o
f
 G
r
a
芦
w
i
t
ha~ 

笠
o
t
o

a
p
l
a
n
f
o
r
p
r
e
0
e
n
t
i点
g
S
c
a
r
c
i
t
y
 
o
r
 
E
x
o
r
b
ざ
z
n
t
p
r
芍
s
in 
the 

C
o
m
m
o
n
 M
 ̀arざ
ets
o
f
 E
n
g
l
a
n
d
.
 
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
火
酒
製
造
業

『
穀
物
政
策
に
関
す
る

(

2

7

)

 

が
出
版
さ
れ
た
時
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
彼
の
永
年
の
研
讃
は
実
を
結
ん
だ

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

て
い
っ
た
。
彼
は
絶
え
ず
新
ら
し
い
企
画
に
手
を
付
け
、
次
々
と
論
文
を

発
表
し
た
が
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
弁
護
士
名
（
ロ
バ
ー
ト
・
フ
レ
イ

ム

R
o
b
e
r
t
F
r
a
m
e
)
 

る
考
察
』

で
出
版
し
た
論
文
『
ラ
ナ
ー
ク
州
の
利
害
に
関
す

C
o
n
s
i
d
e
r
a
t
i
o
n
s
 
o
n
 
the 
Interest 
o
f
 the 
C
o
u
n
t
y
 
o
f
 

es 
o
f
 
M
o
n
e
y
 
A
ミ
p
l
i
e
d
to 
the 
P
r
e
s
e
n
t
 
S
t
a
t
e
 
o
f
 the 
C
o
i
n
 
o
f
 

律
を
変
更
修
正
す
る
新
法
案
に
つ
い
て
の
観
察
』

O
b
s
e
r
v
a
t
苓
‘is
o
n
 the 

N
e
w
 Bill
 f
o
r
 A
l
t
e
r
i
n
g
 a
n
d
 A
m
e
n
t
苗
g
t
h
e
 
L
a
w
s
 w
h
i
c
h
 reg• 

u
i
d
t
e
t
h
e
q
u
d
l
i
f
i
c
d
t
さ
n
s
o
f
 F
r
e
e
h
o
l
d
e
r
s
.
 
更
に
、

『
重
量
と
尺
度

の
統
一
を
は
か
る
案
』

A

P
l
a
n
 f
o
r
 
l
n
t
r
o
d
u
c
i点
g
a
 U
n
i
/
 or
m
i
t
y
 
o
f
 

お
よ
び
醸
造
業
の
現
状
に
関
す
る
研
究
』

A
n
I
n
q
u
i
r
y
 into 
the S
t
a
t
e
 

o
f
 t
h
e
 
Distillery 
a
n
d
 B
r
e
w
e
r
y
 I
n
d
u
s
t
r
y
 o
f
 S
e
o
奇
nd.
等
の
大

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
思
索
は
経
済
問
題
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
な
か

『
ビ
ー
テ
ィ
博
士
の
真
理
の
本
質
と

不
易
性
に
関
す
る
試
論
に
つ
い
て
の
銀
察
』

O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
o
n
 D
r
.
 

B
e
a
ミ
es
E
s
s
a
y
 
o
n
 the 
N
a
t
i
 ̀
r
e
g
d
I
m
m
u
i
d
b
i
l
i
i
y
o
f
T
r
u
t
h
.
 

を
著
わ
し
、

に
一
般
的
観
察
』

Critical
R
e
m
a
r
k
s
 a
n
d
 G
e
n
e
r
a
l
 O
b
s
e
r
v
a
t
さ
n
s

n
p
o
n
 a
 B
o
o
k
 e
邑
liedSyste~of 

N
a
t
u
r
e
.
 を
発
表
し
て
彼
自
身
の

哲
学
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
更
に
、

n
c
e
r
n
iほ
g
the 
M
o
t
i
v
e
 o
f
 O
b
e
d
i
e
n
c
e
 to 
the 
L
a
w
s
 o
f
 G
o
d
.
 を
執

筆
し
た
こ
と
は
、

と
こ
ろ
で
、
彼
が
時
論
に
専
念
し
て
い
る
間
、
彼
の
友
人
た
ち
は
彼
の

特
赦
の
懇
請
に
奔
走
し
て
い
た
。
彼
ら
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
っ
て
、

を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
形
而
上
学
の
研
究
に
も
多
大
の
関
心

彼
が
『
神
の
法
へ
の
服
従
の
動
機
に
関
す
る
論
究
』

Dissertatio‘1 
C
o
 ,
 

一
七
八

0
年
、
死
の
直
前
に
、

一
七
七
五
年
の
『
フ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
資
格
を
規
制
す
る
法

し
た
と
こ
ろ
の
、
『
自
然
の
体
系
な
る
書
物
に
関
す
る
批
判
的
所
見
な
ら
び

『
ベ
ン
ガ
ル
の
鋳
貨
の
現
状
に
適
用
せ
る
貨
幣
の
原
理
』

T
h
e
p
r
i
n
c
i
p
l
 

一
七
七
九
年
に
は
ミ
ラ
ボ
ー

M
i
r
a
b
a
u
d

の
体
系
を
批
判

L
a
n
a
r
k」

G
l
a
s
g
o
w
.
1
7
6
9
.
 

を
加
匹
め
と
し
て
、

一
七
七
二
年
の
小
冊
子

っ
た
。

一
七
七
五
年
四
月
に
彼
は
、

な
経
済
問
題
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
原
理
』
刊
行
後
、
彼
の
関
心
は
主
と
し
て
実
際
的
な
問
題
の
方
へ
移
つ

部
分
は
、
『
原
理
』
の
中
で
彼
が
展
開
し
た
一
般
的
原
理
を
個
々
の
具
体
的

そ
れ
は
禁
断
の
果
実
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

（
戒
田
）

九
0



203 

は
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ム
の
名
を
継
承
す
る
と
い
う
条
件
で
、
彼
の
ウ
ェ
ス
ト
シ
ー
ル
ド
の
所
領

九

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
も
ま
た
ジ
ャ
コ
ベ

Sir 
A
r
c
h
i
b
a
l
d
 D
e
n
h
a
m
が
死
去
し
た
の
で
、

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
デ
ナ

一
七
七
三
年
六
月
二
十
二
日
、

親
戚
の
ア
ー
チ
バ
ル
ド

に
お
い
て
相
当
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
や

彼
は
イ
ン
ド
の
経
済
的
諸
問
題
に
つ
い
て
論
説
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学

ガ
ル
の
鋳
貨
の
現
状
に
適
用
せ
る
貨
幣
の
原
理
』
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、

ュ
ア
ー
ト
は
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
学
問
の
場
で
は
孤
立
し

一
七
七
一
年
十
二
月
二
十
日
、

い
う
動
機
な
ら
ば
一
そ
う
彼
を
好
ま
な
い
と
云
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
を
器
め
た
も
の
が
前
記
『
ベ
ル

者
の
う
ち
で
最
初
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

・
デ
ナ
ム
卿

地
を
遺
贈
さ
れ
た
。
彼
が

Sir
J
a
m
e
s
 
S
t
e
u
a
r
t
 D
e
n
h
a
m
 of 
Goodt・ 

rees、
C
o
l
t
n
e
s
s
a
n
d
 W
e
s
t
s
h
i
e
l
d
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

さ
て
、
最
後
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ス
ミ
ス
と
の
交
渉
に
つ
い
て
一
云
し

ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

交
換
を
行
っ
て
い
た
。

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
も
ま
た
そ
の
ク
ラ
プ
の
一
員
と
し

て
名
を
連
ね
て
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
と
ス
ミ
ス
お
よ
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
と

(

2

8

)

 

の
社
会
上
学
問
上
の
接
触
は
殆
ん
ど
稀
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
事
実
、

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
意
見
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
実
務
の
世
界

ス
ミ
ス
存
命
中
の
世
間
で
は
、
ス
ミ
ス
が
十
三
年
間
滞
在
し
た
グ
ラ
ス
ゴ

ゥ
を
除
い
て
、
む
し
ろ
ス
ミ
ス
経
済
学
を
革
命
的
危
険
思
想
だ
と
か
ん
が

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

ス
ミ
ス
の
意
見
が
急
速
に
進

展
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
、
ス
ミ
ス
の
教
授
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
学
生

(

2

9

)

 

た
ち
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
惟
う
に
、

っ
た
な
ら
ば
、

イ
ト
の
反
乱
に
加
担
せ
ず
し
て
、
故
国
で
静
か
に
学
問
研
究
を
続
け
て
お

そ
れ
程
無
視
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
且
つ
ス

ス
テ

こ
の
重
大
な
時
期
に
、
彼
は
東
印
度
会
社
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
の
通
貨
改
革

え
す
義
務
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
答
え
た
。
国
王
は
、

「
そ
う

の
名
が
見
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
―
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
互
に
意
見
の

を
獲
得
し
、
市
民
権
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の
三
月
二
十
日
、
彼
は

謝
意
を
表
明
す
る
た
め
に
、
バ
リ
ン
ト
ン
卿
の
仲
介
で
宮
中
に
伺
候
し
た

が
、
そ
の
時
、
国
王
か
ら
僣
王
擁
立
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
彼
は

ロ
ー
マ
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
よ
り
う
け
た
個
人
的
恩
顧
を
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
か

ボ
ー
カ
ー
・
ク
ラ
ブ

P
o
k
e
r
C
l
u
b
な
る
機
関
が
あ
っ
た
。

た
会
員
の
中
に
ス
ミ
ス
を
は
じ
め
ヒ
ュ
ー
ム

そ
の
主
だ
っ

D• 

H
u
m
e
、
ケ
イ
ム
ズ
卿

L
o
r
d
 K
a
r
n
e
s
、
ラ
イ
ド

T.
R
e
i
d
、
フ
ァ
ー
グ
ソ
ン

A
.
F
e
r
g
u
s
o
n
等

中
心
地
で
あ
っ
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
は
、

輿
論
の
換
起
を
目
的
と
す
る

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
二
十
三
年
ぶ
り
に
特
赦

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
知
的
活
動
の
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迫
り
来
る
危
機
を
感
知
し
、

そ
れ
の
対
策
を
説
得
し
た
が
、
祖
国
の
人
々

o
n
t
h
e
F
r
eミ
C
h

た
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
完
成
し
た
翌
日
、
す
な
わ
ち
、

月
二
十
六
日
の
日
曜
日
、
遂
に
彼
は
六
十
八
オ
で
永
眠
し
た
の
で
あ
る
。

ラ
ス
で
あ
っ
た
。

一
七
八

0
年
十
一

に
う
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、
ま
こ
と
に
不
幸
な
ア
ト

註

(
1
)

「
ス
ミ
ス
と
同
様
に
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
対
し
て
も
お
こ
な

わ
れ
た
と
こ
ろ
の
主
要
な
誤
解
は
、
彼
等
が
同
一
の
発
展
ラ
イ

ン
上
の
異
な
っ
た
段
階
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
」

S
e
n
,
op. 
cit., 
p.194. 

(

2

)

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ス
、
、
、
ス
の
「
先
駆
者
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た

糸
は
、
共
通
の
遺
産
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
彼
等
が
各
自
大
胆

に
織
っ
た
織
物
は
全
く
別
の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
で
あ
っ
た
。
：
’
●

D
e
b
i
ミ
ミ

d
F
i
、tancial
S
y
s
t
e
m
.
 
の
執
筆
に
精
進
し

て、 ,
 
ter
が
現
わ
れ
な
く
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
諺
に
云
う
通
り
「
転
が
る

あ
ら
ゆ
る
反
対
や
困
難
に
耐
え
し
の
び
な
が
ら
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
『
原

(

3

0

)

 

理
』
の
ク
イ
ト
ル

．．
 
ぺ
し
玖
に
掲
げ
て
い
る
言
葉
を
脳
裡
に
き
ざ
み
、
故

国
の
将
来
を
慮
り
こ
っ
こ
つ
と
研
究
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
晩
年
敗
血
症

に
な
や
ん
で
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
律
義
な
彼
は
或
る
友
人
の
依
頼
に
よ
っ

『
フ
ラ
ン
ス
の
公
債
と
財
政
制
度
に
関
す
る
論
究
』

石
に
は
苔
が
つ
か
な
い
」
も
の
で
あ
る
。

ミ
ス
に
お
け
る
セ
工
の
如
く
、

サ
ー
・
ジ
ニ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
 

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
も
公
然
た
る

B
e
a
r
b
e
i

（
戒
田
）

こ
の
こ
と
は
・
・
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ス
ミ
ス
の
両
者
に
つ
い
て
記

憶
す
べ
き
主
要
な
点
で
あ
る
。
」

!did.,
p.185. 

(

3

)

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
経
済
学
の
研
究
を
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
な

し
に
、
大
陸
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
と

F
イ
ツ
で
は
じ
め
た
と

い
う
事
実
は
、
彼
の
そ
れ
に
対
す
る
接
近
方
法
に
極
め
て
重
要

な
影
響
を
与
え
た
と
、
セ
ッ
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
如
き
成
長
経
済
と
異
な
り
、
大
陸
、
殊
に

ド
イ
ツ
の
よ
う
な
停
滞
乃
至
縮
少
経
済
で
は
、
国
家
の
経
済
生

活
に
対
す
る
統
制
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
更
に
、
大
規
模
な
軍
備

を
必
要
と
し
、
軍
需
産
業
が
国
民
経
済
の
な
か
で
可
成
り
の
地

位
を
占
め
て
い
る
国
で
は
、
国
家
が
経
済
的
諸
問
題
に
対
し
て

決
定
的
な
役
割
を
果
す
べ
く
期
待
さ
れ
る
の
も
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
あ
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
か
か
る
事
情
に
大
き
く
影
響

さ
れ
、
大
陸
の
状
態
が
「
一
般
的
な
ケ
ー
ス
」
で
あ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
は
「
特
殊
な
ケ
ー
ス
」
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

Idid., 
p
p
.
8ー
、

9
.

(

4

)

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
伝
記
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ

る。①
 

L
o
r
d
 B
u
c
h
a
n
 
(
D
a
v
i
d
 S
t
e
u
a
r
t
 
E
r
s
k
i
n
e
)
 
"
M
e
m
 ,
 

oirs 
of 
t
h
e
 L
i
f
e
 
o
f
 
Sir 
J
a
m
e
s
 
S
t
e
u
a
r
t
 
D
a
n
h
a
m
,
 

B
a
r
o
n
e
t
"
 
i
n
 
Vol. 
I
 

o
f
 
t
h
e
 
T
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
s
 
o
f
 the
 

Society 
o
f
 An
t
i
q
u
ミ、

ies
o
f
 S
c
o
t
l
a
n
d
,
 
in_ 
1
7
9
2
,
 
p
p
.
 1
2
9
 

ー

1
3
8
.

③
ょ
＾
A
n
e
c
d
o
t
e
s
 o
f
 
t
h
e
 L
i
f
e
 
o
f
 
Sir 
J
a
m
e
s
 Ste~art, 

B
a
r
o
n
e
t
"
,
 
p
u
b
l
i
s
h
e
d
 
b
y
 Steuart's 
s
o
n
'
G
e
n
e
r
a
l
 Sir 

九
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ナ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
戒
田
）

A
n
e
c
d
o
t
e
s
 

J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 
in 
his 
edition 
o
f
 
T
h
o
 
W
o
r
k
s
,
 Poli• 

ticai』

M
e
t
4
Pさ
ysical,
a
n
d
 C
h
,、0
送
logical
o
f
 t
h
e
 
late 

S
i
r
 J
a
m
e
s
 S
t
e
u
a
r
t
 o
f
 C
o
l
t
n
e
s
s
,
 
B
a
r
t
.
 ｀（

6
 Vols., 
L
o
 ,
 

n
d
o
n
,
 1
8
0
5
)
,
 V
o
l
,
 
V
I
,
 p
p
.
 
3
6
1
 1
 391. (
Z
H
'
'
A
n
e
c
d
o
t
e
s
 

と
略
す
。
）
中
野
正
訳
「
ナ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

の
生
涯
」
（
『
経
済
志
林
』
第
二
四
巻
第
一
号
、
一

0
五
ー
ー
ニ

八
頁
所
収
）
。
因
み
に
、
中
野
教
授
は
「
こ
の
ス
テ
ュ
ア
ー
｝

の
小
伝
の
オ
ー
サ
ー
ツ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
息
子
の
筆
に
な
る

も
の
か
ど
う
か
『
全
集
』
は
明
記
し
て
い
な
い
」
（
は
し
が
き
）
と

記
し
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ー
ン
ス
ン

E
.
A
.
 J. 
J
o
h
n
s
o
n
 Id. 
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
前
記
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
甥
プ
ギ
ャ
ン
伯
が
そ
の

著
者
で
あ
る
と
。

P
r
e
d
e
c
e
s
s
o
r
s
o
f
 A
d
a
m
 S
m
i
t
h
,
 
L
o
n
 ,
 

d
o
n
 1
9
3
7
,
 
p. 
362n,10. 
C
f
.
 T
a
y
l
o
r
,
 
op. 
cit., 
p.290fn. 

③
 
D
r
.
 
A
n
d
r
e
w
 
K
i
p
p
i
s
,
 
"
M
e
m
o
i
r
 
o
f
 
Sir 
J
a
m
e
s
 

S
t
e
u
a
r
t
 
D
e
n
h
a
m
,
 Bart., 
o
f
 
C
o
l
t
n
e
s
s
 
a
n
d
 
W
e
s
t
s
h
i
 ,
 

e
l
d
"
 
i
n
 
T
h
e
 C
o
l
t
n
e
s
s
 
Collections, 
(
p
r
i
n
t
e
d
 
for 
t
h
e
 

M
a
i
t
l
a
n
d
 C
l
u
b
)
 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
,
 1842, 
p
p
.
 
2
8
1ー

332.
(以

下、

T
h
e
C
o
l
t
n
e
s
s
 
Collections
と
略
す
。
）

④
 
W
a
e
n
t
i
g
,
 
H. 
こ

ebè
-da;

ss. iー
xi,
木
村
元
一
教
授
抄

訳
（
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
そ
の
財
政
論
そ
の
こ

『
一
橋
論
叢
』
第
二
五
巻
第
三
号
一
九
五
ー
七
頁
所
収
）

⑤

紆

n
`
o
p
.
c
i
t．こ

c
h
a
p
.
II., pp.6

—

17. 

⑥
 
T
a
y
l
o
r
,
 
op. 
cit., 
p
p
.
 
2
9
0ー

302.

尚
、
セ
ン
と
テ
イ
ラ
ー
の
も
の
は
主
と
し
て

と

C
o
l
t
n
e
s
s
Collections

に
依
つ
て
い
る
。

九

(

5

)

若
千
の
訳
語
な
ら
び
に

A
n
e
c
d
o
t
e
s
か
ら
の
引
用
個
所

は
、
す
べ
て
中
野
教
授
の
麗
訳
に
よ
っ
た
。

(

6

)

テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
誕
生
日
の
違
い
は
一
七
五
二
年
に
房

替
え
ら
れ
た
旧
暦
と
新
暦
と
の
偏
差
(
+
一
日
）
に
よ
っ
て
説

明
で
き
る
が
、
生
誕
年
の
相
違
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
説
明
し
得

な
い
と
。

C
f
.
T
a
y
l
o
r
,
 
0
 
ip. 
cit., 
p,290fn. 

(

7

)

 

I
n
g
r
a
m
,
 op. 
cit. ̀
 p.475. 

(

8

)

 

S
e
n
,
 
0
 
ip. 
cit., 
p.6. 

(

9

)

 

R
a
e
,
 
op. 
cit., 
p. 
5

原
文
で
は
「
一
七
三
五
年
に
彼
が
ノ

ー
ス
・
パ
リ
ク
の
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
と
き
．．． 
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
恐
ら
く
一
七
二
五
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(10)
テ
イ
ラ
ー
の
も
の
で
は
「
卒
業
し
た

g
r
a
d
u
a
t
e
d
」
と
な

つ
て
い
る
。

C
J
.
T
a
y
l
o
r
,
 
op.cit., 
p. 
291. 

(
1
1
)

思
nこ

0p.cii.》

p.
5
 

(
1
2
)

「
国
家
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
彼
の
見
解
は
明
ら
か
に
ギ
．

リ
ッ
ャ
思
想
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
ま
た
彼
は

L
u
c
r
e
t
i
u
s
の
r
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y
c
o
n
c
e
p
t
i
o
n
s
 
1,! 
tii''成
り
な

じ
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
」

Idid.』

p.
180. 

(
1
3
)

尽
d
.》

p.
6
.
 

(
1
4
)
（

15)
（

16) 
T
h
e
 Colt

恙
s
Collections, 
p. 
292, 
2
9
5ー

！

6. 
C
f
.
 T
a
y
l
o
r
,
 
op. 
cit., 
p.295, 

(
1
7
)
 
I
n
g
r
a
m
,
 op. 
cit., 
p. 
475. 

(
1
8
)

想
nこ

op.cit.》

p.
8. 

(
1
9
)

ス
テ
ュ
ア
ー
｝
は
、
ケ
ネ
ー
や
、
、
、
ラ
ポ
ー
の
初
期
の
著
作
に

親
し
ん
で
い
た
け
ど
も
、
彼
ら
か
ら
多
く
の
も
の
を
摂
取
し
た



206 

と
は
思
え
な
い
。
例
え
ば
ケ
ネ
ー
の
『
経
済
表
』
が
一
七
五
八

年
に
出
版
さ
れ
た
時
、
す
で
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
『
原
理
』
第

一
篇
と
第
二
篇
の
初
稲
を
殆
ん
ど
完
成
し
て
い
た
と
、
セ
ン
は

の
べ
て
い
る
。

Idid.》

p.
46. 

(20) 
!did., 
p
p
.
 
1
8
2
 1
 3. 

(
2
1
)
 

!did., 
p. 
2
1
 
&
 1
8
1
.
 

(22)
逆
に
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
フ
ラ
ン
ス
に
与
え
た
影
響
は
、
後

年
、
『
国
富
論
』
の
フ
ラ
ン
ス
版
と
い
わ
れ
る
ン
ス
モ
ン
デ
ィ
の

『
経
済
学
新
原
理
』
(
-
八
一
九
）
の
中
に
見
出
し
得
る
。
中
野

教
授
に
よ
れ
ば
、
ン
ス
モ
ン
デ
ィ
は
古
典
派
経
済
学
の
批
判
に

あ
た
つ
て
は
大
い
に
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
い
る
と
。
中
野

正
「
ッ
ス
モ
ン
デ
ィ
」
〔
末
永
茂
喜
編
『
経
済
学
説
全
集
第
四

巻
』
（
河
出
書
房
）
昭
和
三
十
年
所
収
〕

(23) 
T
h
e
 C
o
l
t
n
e
s
s
 
Collections, 0p.cit.》

p.305.
C
f
.
'
f
a
y
l
 ,
 

or, 
op.cit., 
p. 
2
9
8
.
 

(
2
4
)
I
d
笠
,
p. 
3
0
7
.
 
C
f
.
 
T
a
y
l
o
r
,
 
ibid., 
p.299. 

~
、
テ
イ

ラ
ー
は
、
「
彼
が
誰
で
あ
る
か
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ

た
」
と
云
つ
て
い
る
。

I
b
芦》

p.
2
9
9
/
n
.
 

(
2
5
)
I
d起．こ

p
2
9
9
 

(
2
6
)
 

S
e
n
,
 
op. 
cit,. 
p. 
181. 
と
こ
ろ
で
、
セ
ン
は
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
後
期
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
、
例
え
ば
ユ
ス

チ
等
と
の
思
想
的
連
関
性
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い

が
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
間
に
こ
そ
コ
リ
一
層
の
思
想
的
近
親
性

が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
る
う
か
。

(27)
『
原
理
』
の
出
版
者
は
ロ
ン
ド
ソ
の

A
n
d
r
e
w
M
i
l
l
a
r

と

サ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ド
（
戒
田
）

T
.
C
a
d
e
l
ー
で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
九
年
後
、
同
じ
出
版
者
の

手
に
よ
っ
て
『
国
富
論
』
が
売
り
出
さ
れ
た
。
尚
、
ス
テ
ュ
ア

ー
ト
が
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
に
「
政
治
経
済
学
」
と
い
う
標
題
を

用
い
た
こ
と
（
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
重
商
主
義
者
、
モ
ソ
ク
＞
テ

ィ
エ
ン
の
著
作
よ
り
借
用
ー
ー
C
f
.
I
n
g
r
a
m
,
 op. 
cit,)

は、

彼
と
思
想
的
系
譜
を
同
じ
く
す
る
マ
ル
ナ
ス
が
イ
ギ
リ
ス
で
初

め
て
政
治
経
済
学
と
名
付
け
ら
れ
た
講
座
を
も
っ
た
こ
と
と
思

い
あ
わ
せ
、
少
な
か
ら
ず
興
味
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
。

(28) 
S
e
n
,
 
op.cit., 
p. 
183. 

(29)
水
田
洋
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
」
〔
高
島
善
哉
監
修
『
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』
（
山
根
書
店
）
昭
和
二
五
年
所
収
、
八
七
頁
〕
。

(30)
引
用
句
は
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス

F
l
a
c
c
u
s

Q
 
H
o
r
a
t
i
u
s

の

S
a
t
i
r
e

第
一
部
の
一
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

C
f
.
Ta・ 

ylor. 
op. 
cit., 
p. 
2
9
6
f
n
.
 
な
お
、
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
の
部
ル
訳

書
と
し
て
田
中
・
黒
田
訳
『
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
詩
論
』
（
岩
波

書
店
）
昭
和
二
年
、
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
瞥
見
で
き
な
か

っ
た
。

九
四




